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開 議 午前１０時０３分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

６番   平 野 敏 彦 議員 

 

７番    山   忠 議員 
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議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

西館議長 

 

 おはようございます。 

 開会に先立ちまして、まちづくりの目標である町民憲章を唱和

いたします。 

 町政に関心をお寄せいただき、足元の悪い中、詰めかけていた

だきました傍聴席の皆様方もご一緒に唱和してくださるようお

願いいたします。 

 それでは、事務局長、お願いします。 

 

 事務局長 

（小向正志君） 

 それでは、皆様、ご起立願います。 

 議員及び傍聴者の皆様のお席に配付しております町民憲章を

印刷した紙をごらんください。 

 私が、「おいらせ町町民憲章」とタイトルを読み上げますので、

引き続き前文からご唱和をお願いします。 

 それでは、「おいらせ町町民憲章」。 

 私たちは、大海に注ぐおいらせの清流と緑の平野に育まれたお

いらせ町民です。 

 私たちは、郷土の文化を高め、豊かで活力あふれる町にするた

め、ここに町民憲章を定めます。 

 一つ、自然の恵みに感謝し、美しい町をつくりましょう。 

 一つ、心と体を鍛え、明るく元気な町をつくりましょう。 

 一つ、働く喜びを持ち、豊かな町をつくりましょう。 

 一つ、思いやりを大切にし、心触れ合う町をつくりましょう。 

 一つ、手を取り合い、安全で住みよい町をつくりましょう。 

 ご着席ください。 

 改めまして、おはようございます。 

 本日３月１１日は、東日本大震災から８年がたちます。犠牲に

なられた方々に哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りするため、本日、

地震発生時刻の午後２時４６分に休憩を入れて、１分間の黙禱を

ささげたいと思います。皆様のご協力をお願いいたします。 

 次に、一般質問について若干ご説明申し上げます。 

 本日は４人の一般質問が予定されております。 
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 質問時間は６０分以内としております。制限時間の５分前に

は、次のように呼び鈴を鳴らします。また、６０分に達しますと、

次のようにベルを鳴らします。このベルが鳴りましたら、速やか

に質問を終了願います。 

 それでは、修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。ご着席ください。 

 

会議成立 

開議宣告 

西館議長  ただいまの出席議員数は１４人です。定足数に達しておりま

すので、直ちに本日の会議を開きます。 

 なお、２番、澤上 訓議員、８番、馬場正治議員は、本日所用

のため欠席との申し出がありましたので、報告いたします。 

 

  （開会時刻 午前１０時０３分） 

 

議事日程報告 西館議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

一般質問 西館議長  日程第１、一般質問を行います。 

 抽せん順に発言を許します。 

 １席３番、木村忠一議員の一般質問を許します。 

 

質疑 ３番 

（木村忠一君） 

 おはようございます。１席３番、木村忠一です。 

 議長の許可を得て、通告書に従い質問しますので、一問一答方

式でお願いいたします。 

 早速質問に入ります。 

 質問事項１、多目的ドームの建設規模と事業費についてお伺い

いたします。 

 昨年３月１５日、１６日の２日間、総務文教常任委員の一人と

して他の委員とともに岩手県紫波町のドームと山形県庄内町の

ドームを視察しました。その後、委員会で建築面積、縦横６５メ

ートルの規模、その事業費は１７億円と決めて、多目的ドーム整

備基本計画案のとおり建設すべきとする調査報告書を議長宛て

に提出しました。 

 町は、当委員会の調査報告書を受け、既に実施設計に着手して

いると思われます。しかし、統合庁舎建設に当たり、３６億円か

ら４０億円と言われる事業費について説明を受けました。さら
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に、町民が関心を寄せている今後想定されるおいらせ病院の整備

をあわせて考えるときに、持続可能なまちづくり政策を考えた場

合に、健全な財政の安定が不可欠であると思い、多目的ドームの

規模、事業費は果たしてこのままでよいのかなと考え、質問した

次第です。 

 それでは、（１）の町の財政からいって、建設規模と事業費１

７億円は妥当と考えるのか。私も、多目的ドームの建設は未来を

担う青少年の育成、スポーツの振興、中高年の健康増進、さまざ

まなイベント等に使用できますので、必要なものと考えていま

す。また、災害時の避難所としても使用するということで、この

規模が必要だとも理解しますが、当町にはいちょう公園の体育

館、各地域の集会所、小中学校の体育館等があり、これらを災害

時に使用すれば大方対応できると考えます。また、２０４５年に

は当町の人口は１６％ほど減少すると言われていますし、その後

も減少していくでしょう。したがって、財源も減少していきます。

反面、プール、給食センター等、建物が増加し、維持管理費が増

大します。 

 このことを踏まえ、規模を縮小し、事業費を減額する考えはな

いか、お伺いいたします。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 失礼しました。少し手違いがあったようでありますけれども、

木村議員のご質問にお答えします。 

 昨年８月に総務文教常任委員会より提出いただきました多目

的ドームに係る調査報告書では、町の整備基本計画のとおり建設

すべきとの意見が集約されております。 

 このご意見や内容を踏まえ、さきの９月定例会において町の整

備基本計画の推進について議会に報告させていただいたところ

であります。 

 このことから、現在は実施設計に着手し、規模を縮小すること

なく計画どおり進めるということで準備を進めているところで

あります。 

 以上です。 
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 西館議長  １席３番議員。 

 

質疑 ３番 

（木村忠一君） 

 私は今、町の考えを再確認したまでです。私は人口減少が進む

中で、ふえた建造物のこれからの維持管理費、２０年、３０年先、

人口が減った中で負の財産になるのではないかなと、そういう懸

念のもとに今回質問させていただきました。町の考えを再確認し

たまでです。理解して終わります。 

 それでは、次に質問事項２の本庁舎の整備について。 

 先日、総務文教常任委員会で新庁舎建設候補地の検討状況につ

いて報告を受け、統合庁舎建設候補地としてイオンモール下田敷

地内、本庁舎、イオンモール下田周辺の３カ所が示されました。 

 （１）として、それぞれの候補地に建設した場合のメリットと

デメリットについてお伺いいたします。 

 

 西館議長  答弁を求めます。町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 現在、統合庁舎建設候補地としては、イオンモール下田周辺、

現本庁舎敷地、イオンモール下田敷地内の３カ所に絞り込み、メ

リット、デメリットを想定し検討を行っております。 

 まず、イオンモール下田周辺のメリットは、防災拠点としての

安全性、機能性が高いことです。加えて、庁舎建設により、まち

づくりの発展性として将来的に都市機能や居住の誘導などにつ

ながる可能性があります。デメリットは、用地取得が必要になる

ことと、候補地が埋蔵文化財包蔵地に指定されているため、調査

期間の長期化が想定されることです。加えて、上下水道等のイン

フラ整備が必要になることも挙げられます。 

 次に、現本庁舎敷地のメリットは、用地取得が不要であること

や、概算総事業費が３候補地の中で一番低いことです。デメリッ

トは、想定を超える大雨時において奥入瀬川洪水被害の可能性が

あるエリアのため、防災拠点としての安全性に劣るという懸念が

あることです。また、庁舎を核としたまちづくり拠点としての方

策の検討が別途必要になることと、庁舎統合による交通量の増加

に伴う踏切付近の渋滞などがあります。 

 最後に、イオンモール下田敷地内のメリットは、大型商業施設
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敷地への庁舎建設に伴い、行政・商業の一大拠点が形成されるこ

とで利用者の利便性が向上することです。さらに、イオンモール

下田周辺と同様に、庁舎建設により、まちづくりの発展性につな

がる可能性があります。デメリットは、津波等の浸水想定エリア

に含まれているため、防災拠点としての安全性を確保する対策が

必要になることであります。また、集中豪雨時に敷地内及び周辺

が冠水しやすいことなどが挙げられるものと思います。 

 以上です。 

 

 西館議長  １席３番議員。 

 

質疑 ３番 

（木村忠一君） 

 ご説明ありがとうございます。 

 私は、イオンモール下田敷地内、これについては災害時にいわ

ゆる拠点になるわけでございますが、浸水でその中枢の機能が麻

痺した場合には全くその意味をなさないわけで、まさに考えてみ

ますと拠点としてはできないわけですから。 

 それと、今イオンモール下田ということで毎日のようにお客さ

んが見え、成長していると思いますが、企業ですので、いつどう

いう形で町から退去するということもあり得るわけですので、そ

うしますとあの大きな建物がまさに死に体みたいな形で庁舎と

隣接すると、まことに風情がよくないなという感じがしておりま

す。 

 また、本庁舎には、今町長が申し上げましたが、一番コストが

安いということで、私も本庁舎は増設して現場所に建てるのが一

番いいのではないかなというふうに考えています。周りには木

内々、間木、そして曙、あるいは南方には三田、三本木と集落が

点在してございます。やはりある程度町並みの中にあったほう

が、いわゆるイオンモール周辺、何もないところに建つよりは町

並みとしていいのではないかなというふうにも考えております。 

 先ほど町長がお話ししましたイオンモール下田周辺、上下水

道、インフラ整備が整っていないと。果たしてこれを整備したら

どのぐらいかかるのか、おおよそまだ概算も出ていないのではな

いかなと思いますが、４０億円という概算の事業費が出ておりま

すけれども、これも大幅に増大するものではないかなというふう

に考えられます。 
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 また、話は戻りますけれども、本庁舎の場合は、先ほど言いま

した一番安く上がりますよということと、やはり利便性が一番い

いのではないかなと。金融機関が農協を含め３カ所ございます。

申告のときに何かを忘れたどうのこうのという農業者がいれば、

すぐ隣のＪＡに行って証明書をもらって申告できる、あるいは金

融機関３カ所、町税などを納入できるという利点もあると思いま

す。したがって、この３点の中で一番候補として向いているのは

本庁舎、現場所ではないかなというふうに感じております。 

 それでは、２番として、それぞれの候補地の総事業費とその内

訳についてお伺いいたします。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 ３候補地の総事業費につきましては、あくまで現時点での概算

事業費となりますが、イオンモール下田周辺は約４０億円、現本

庁舎敷地は約３６億円、イオンモール下田敷地内は約４１億円と

なっております。 

 その内訳につきましては、基本・実施設計業務、測量業務など

を含めました業務委託費、次に用地費、最後に建築、電気設備、

機械設備、造成工事などを含めた工事費の３項目に分けてお答え

します。 

 まず、業務委託費は、３候補地いずれも約２億４，０００万円

となります。 

 次に、用地費は、イオンモール下田周辺は約５，０００万円、

現本庁舎敷地は町有地のため用地費を見込んでおりません。イオ

ンモール下田敷地内は約３億７，０００万円となります。 

 最後に、工事費は、イオンモール下田周辺は約３７億円、現本

庁舎敷地は約３３億８，０００万円、イオンモール下田敷地内は

約３４億８，０００万円となります。 

 なお、３候補地の概算事業費は、現在も調査を行っております

ので、引き続き検討を進めることになると思います。 

 以上です。 

 

 西館議長  １席３番議員。 
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質疑 ３番 

（木村忠一君） 

 総事業費でお話ししてみたいと思います。 

 現庁舎は３６億円、そしてイオンモール下田敷地内が４０億

円、イオンモール下田周辺が４１億円というふうにお伺いいたし

ました。現庁舎の工事費には老朽化した中央公民館の建設が含ま

れていると。これが約４億円から５億円というふうに伺っており

ます。したがって、この本庁舎以外に立地した場合、老朽化した

この中央公民館を新たに整備するということになろうかとは思

いますが、これが大体、伺いましたら１０億円ぐらいかかるとい

うことを伺っております。したがって、今、総事業費をご説明し

ていただきましたが、この事業費は、本庁舎以外を建てた場合こ

の部分を見込まなければならない金額だと思います。そうすると

かなりの差が出てまいります。 

 そこで、お伺いしたいのですが、現在、基金の残高がどのぐら

いあって、そして本庁舎の使用する基金がどのぐらいあって、そ

れと以前ご説明いただきました町の余裕金といいますか、予備金

といいますか、それが１０億円ぐらいなければならないというこ

とも伺っておりますので、あと多目的ドームが１７億円というこ

とですので、基金があって、そしてそのほかにもし基金があるの

であれば、それも説明していただきたいと思います。 

 

 西館議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 庁舎に関する財源の関係でお答えをいたします。 

 庁舎整備に想定している財源、これまでも議会で答弁しており

ます。まず、大きなものとして合併特例債であります。合併特例

債は、現在残りの発行額が３１億円ございます。この３１億円の

使途は、多目的ドーム、それから庁舎整備、この２つを考えてご

ざいます。今、多目的ドームのほうは作業進行中でありますので、

事業費がどれぐらい確定するか、まだ見込めておりませんが、現

在大体１６億円から１７億円ぐらいを見込んでおります。となり

ますと、残りは大体１５億円から１６億円ぐらい残るかなと思っ

てございます。まず、庁舎整備に充てられる合併特例債はその分

がまずあります。 

 それから、基金の関係でございます。将来の公共施設の整備、
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維持管理等に向けた基金としまして、平成２４年度から公共施設

整備基金なるものを創設しまして、毎年度１億円ずつ積み立てて

きてございます。平成２４年度からでありますので、平成２９年

度までは確実に毎年１億円積めてきております。よって、平成２

９年度末で６億円がまずございます。それから、平成３０年度、

３月補正予算のほうで今５，０００万円の計上を予定しておりま

す。それから、３月３１日の専決でも財源調整で可能であればプ

ラスの５，０００万円。よって、見込みといたしましては、平成

３０年度末までで７億円を予定してございます。来年度以降もで

きる限り毎年度１億円を積み立てていきたいと思ってございま

す。 

 よって、庁舎整備を今想定するのが大体、着工し始めるのが平

成３６年とか平成３７年ぐらいになるかと思いますが、そのあた

りまで毎年１億円積めることになりますと、最終的には十二、三

億円ぐらいいくのかなと思っております。そのうちの１０億円ぐ

らいは庁舎整備に向けられればよろしいのかなと思ってござい

ます。 

 大きな財源としましては、この２つを今考えてございます。 

 以上です。 

 

 西館議長  １席３番議員。 

 

質疑 ３番 

（木村忠一君） 

 今、ご説明していただきました。私の計算違いかもわかりませ

んが、ざっと計算しますと平成３７年度で庁舎の建設積立金と申

しますか、約３１億円ぐらいになりますか。現在２５億円あるわ

けですね。平成２４年から平成２９年まで６億円ですよね。３７

億円ですか。３７億円ぐらいになりますね。 

 総事業費、本庁舎が大体３７億円ということですから、ほぼま

ずぎりぎり本庁舎の場所ですと事業費としてはまあまあ積み立

てができるのかなと。ただ、それ以外については、先ほど申しま

したいわゆる中央公民館、そこの部分が見込まれていませんの

で、当然それを足すと相当な事業費の加算が出てまいります。本

当に厳しいというふうに考えます。 

 それでは、次に３番として、イオンモール下田敷地内立地によ

る相乗効果も期待できると説明を受けましたが、その内容につい
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てお伺いいたします。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 イオンモール下田敷地内に統合庁舎が建設された場合の相乗

効果については、あくまでも現時点で想定される効果となりま

す。 

 まず、大型商業施設敷地への立地で行政・商業の一大拠点が形

成されるため、役場利用者がイオンモール下田で買い物や飲食、

娯楽等をあわせて行えるようになり、また、その逆にイオンモー

ル下田の利用者が役場で用務を行うことができるなど、利便性の

向上が想定されております。 

 以上です。 

 

 西館議長  １席３番議員。 

 

質疑 ３番 

（木村忠一君） 

 私は、今ご説明をいただきましたが、役場に用足しに来た際に

買い物をするので相乗効果があると言われますが、来た人が皆、

いちいち買い物をするのでしょうか。用事がなければさっさと帰

るんじゃないでしょうか。また、町民１人が年に何回、役場に来

るんでしょうか。ほんの数回ではないでしょうか。 

 町にとって相乗効果、イオンさんにはあるかもしれませんが、

町にとっての相乗効果と。私は目に見えないんですが、何なのか

一つお伺いしたいと思います。町にとっての相乗効果。 

 

 西館議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 イオンの敷地内に建てた場合、併設というか隣棟もしくは併棟

した場合という形になるかと思います。相乗効果といたしまして

は、先ほど町長が述べたとおり、あくまでも想定できるものとし

ての今考えつくものを述べております。 

 実際に役場にとってみてどのような効果が出るのかというお

話になりますと、あくまでも先ほど町長が述べたとおり、今私ど

ものほうで想定できるものといたしましては、やはりどちらも役
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場に来る用事もしくは大型商業施設のほうに来る用事、両方の部

分を兼ね備えて用事を足す方という形もあるかと思います。そう

いう形である程度施設を集約することによって、よりお客様の利

便がよくなるのではないかという部分での想定しか今できてお

らないのが現実でございます。 

 今後いろいろ検討する中でもそういうふうなところももう少

し詰めていける場面も出てくるかと思いますけれども、今のとこ

ろそういうふうなところでしか私どものほうで思い当たりませ

んので、ご理解をよろしくお願いしたいと思います。 

 

 西館議長  １席３番議員。 

 

質疑 ３番 

（木村忠一君） 

 理解をいたします。 

 町長は、考え方、行いが堅実ですから、町の財源から見て、多

目的ドーム、統合庁舎、そして今後想定されるおいらせ病院の整

備等、どのようにすればいいのか、構想を練っていることと思い

ます。大いに手腕を発揮して、２０年、３０年後に先人たちがよ

いものをつくったなと、よかったなと言われるように行政の運営

をしていただきたいと思います。真摯な答弁、ありがとうござい

ました。 

 これで質問を終わります。 

 

 西館議長  町長補足。町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 木村議員の期待に応えられるかどうかわかりませんけれども、

健全な財政運営には極力努めていかなければならないなという

気がしておりますし、また、ドームはもう進行中でありまして、

ここで見直せと提案されてもなかなか難しい部分もありますけ

れども、統合庁舎につきましてはこれから進んでいく部分であり

ますので、果たして場所的にどこがいいのか、予算はどれぐらい

をかければいいのか、将来的にまた病院まで含めて場所とか予算

規模等を考えていかなければならないし、そのときには議員の

方々、そしてまた、提案のありました木村議員にもいろいろな部

分で細部にわたってご相談申し上げる時期が来るのかなという

気がしております。 
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 何はともあれ、建物を建てるということは、維持管理、そして

また、その建物が耐用年数を過ぎたときは壊さなければならな

い、建てかえなければならないという問題が残っているので、そ

ういうことを含めて後生の方々にいかにあんなのもの、こんなも

のを建てたものだと言われないように、壊すときも経費が余りか

からないで、うちの庁舎はいい庁舎だよなと言われるように、庁

舎を含めドームもそうですけれども、壊す時点、壊した時点でで

きるだけ経費のかからない、ごみの出ないようなつくり方を目指

して進めたいと思いますので、いろいろな部分で議員の方々にも

相談しなければならないと思いますので、その節は私がいるかい

ないかは別として、よろしくご指導してください。ありがとうご

ざいます。（「ありがとうございました。退席します」の声あり） 

 

 西館議長  これで３番、木村忠一議員の一般質問を終わります。 

 若干早いですけれども、ここで一旦、暫時休憩します。（「議長、

今の質問は、合併特例債３１億円しかないんですよ。あのドーム

に十何億円が使われれば、１４億円しか残らないんですよ。今の

積立金が６億円で今後６年間やっても１２億円か１３億円しか

なくて、２７億円しかないんですよ。だから、３７億円あると言

ったけれども、傍聴者もいますからやっぱりその辺は正確に教え

たほうがいいと思いますよ。３７億円になりませんよ」の声あり） 

 わかりました。では、特別に、実は木村議員が確認の意味で発

したことになかなかタイミングがつかめないで、企画財政課長が

答弁したかったけれどもできない部分がありましたので、では企

画財政課長、今の松林議員の話に補足、また、さっき漏れた部分

に関して答弁を許しますので。 

 企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 議長のお許しをいただきまして発言いたします。 

 先ほど木村忠一議員のほうで、庁舎に充てる将来的な事業費で

すか、財源のところ、ややちょっと間違った形で答弁がありまし

たので、私のほうから正しいものを説明したいと思います。 

 まず、庁舎に充てる財源、大きなものが２つございます。 

 まず１つが合併特例債であります。合併特例債のほうは、現在

あと発行できるものが３１億円ございます。そのうち多目的ドー
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ムを先行して事業整備が終わりますので、残りますと大体１４億

円から１５億円ぐらいになろうかと思っております。 

 もう一つの財源が公共施設の整備基金であります。こちらのほ

うは平成２４年度から毎年度１億円ずつ積み立ててございます。

確定したものを言いますと、平成２９年度末で６億円でございま

す。今後も毎年１億円積み立てが可能でありますと、庁舎を大体

建てるぐらいの時期を平成３６年か平成３７年で想定いたしま

すと、そのあたりには１３億円が積み立てられることになってご

ざいます。 

 よって、この１３億円と先ほどの合併特例債の残１４億円から

１５億円ぐらいを足しますと、２７億円前後になろうかと思って

ございます。 

 以上です。（「だから１０億円足りないと」「足りないな」の声

あり） 

 

 西館議長  では、皆さんの理解ということで再々答弁というふうなことに

及びましたけれども、これで３番、木村忠一議員の一般質問を終

わります。 

 暫時休憩、１０時５０分まで休憩いたします。 

  （休憩 午前１０時３３分） 

 西館議長  休憩を解き、会議を開きます。 

  （再開 午前１０時５０分） 

 西館議長  引き続き、一般質問を行います。 

 ２席６番、平野敏彦議員の一般質問を許します。２席６番、平

野敏彦議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 おはようございます。 

 平成３１年第１回定例会開会に当たり、議長のお許しを得て、

６番、平野敏彦が通告に従いまして一問一答方式により一般質問

させていただきます。 

 春を呼ぶえんぶりの熱気が雪解けを加速し、春を間近に感じる

季節となりました。成田町長には、「明るく元気な持続可能なま

ち」を目標に掲げ、１年が経過をしようとしております。 

 きょう３月１１日は、東日本に甚大な被害をもたらした東日本

大震災が発生した日であります。青森県の三村知事は、東日本大
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震災からの創造的復興に向けた取り組みについて、雇用や人材育

成の面で大きな成果があらわれていると強調し、引き続き県民と

ともに創造的復興の実現に取り組んでいくと意欲を示しており

ます。 

 成田町長の所信表明の中には、東日本大震災に関する取り組み

や復興の成果など、昨年、そして本年、町長就任以来、一言も触

れられておりません。被災地としての認識、復興の記憶が風化し

たのか、まことに残念であります。 

 現在、一川目、二川目、深沢、各町内会のほか、三沢市の沿岸

町内会、県で組織する地域の力で守り育てる海岸防災林整備活動

の植樹事業が継続されております。被災地町内会は、大震災の記

憶を風化させることなく、記憶を紡いでいくためにも、連携を深

めております。 

 成田町長が誕生し、最初の大仕事となった大災害であります。

いま一度当時をしのび、町民と苦労された記憶をたどってみては

いかがでしょうか。 

 本年５月１日から新元号がスタートいたします。町長からは、

平成最後の議会となる第１回定例会で新元号の思いが語られる

のではと期待をしておりました。政策推進に前のめりになってい

るように感じられます。新元号のスタートを、多くの町民と夢と

希望を見出し、祝いたいとものであります。 

 そして、今定例会を最後に定年退職される管理職等、職員の皆

さんには、長年にわたり町政の発展のかなめとして行政全般にわ

たって尽力されました。これまでのご労苦に対し、感謝の念と町

政発展に尽力された功績を高く評価するともに敬意を表するも

のです。退職後も健康に留意され、活躍されますようご期待申し

上げます。 

 それでは、通告いたしました一般質問について町長の所見をお

伺いいたします。 

 第１点目は、増加する虐待行為等現場職員の負担やストレス対

応についてであります。 

 （１）の千葉県野田市立小学校４年の栗原心愛さんが自宅浴室

で死亡した事件は、父親からの虐待によるもので、児童虐待事件

として報道され、両親は逮捕されました。子供の命を守るために

は、一体的な対応は不可欠であります。 
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 家庭内虐待行為等の相談について、町ではどのように対応され

ているのかお伺いをいたします。 

 

 西館議長  答弁を求めます。町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ２席６番、平野敏彦議員のご質問にお答えします。 

 町では、要保護児童等の家庭支援を目的に関係機関で構成され

ている要保護児童対策地域協議会を組織しており、１８歳未満の

児童に対する虐待行為等の相談や通告を受けた場合、その協議会

で情報共有しながら対応することになります。 

 具体的には、担当職員、保育士、学校職員等による状況等の調

査と子供の安全の目視確認を行い、その情報を関係機関が共有

し、子供や保護者に対する支援方針を協議した上で助言指導やほ

かの専門機関の紹介、あっせんを行いますが、一時保護が必要な

場合等は児童相談所に送致することになります。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今、答弁がありましたけれども、協議会のほうで対応している

というようなことですけれども、そうなりますと、町が現在、虐

待行為と把握されている件数、そしてまた、この協議会の窓口担

当課はどこになりますか。 

 

 西館議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（澤田常男君） 

 平野議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、窓口につきましては町民課になります。 

 そして、件数ですけれども、平成３０年度の件数につきまして

は、要対協ケースとなった件数は６件の８名になります。それか

ら、要対協案件にならなかったいわゆる相談につきましては２６

人のご相談がありました。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 
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質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今、町民課長から答弁がありましたけれども、これは協議会の

ほうに寄せられた件数というふうなことで理解をしていいでし

ょうか。 

 虐待の中には、児童虐待、身体的虐待、心理的虐待、それから

ネグレクト、不登校、養育困難というような項目がありますけれ

ども、この中で６件の８例というのは私は少ないんではないかな

と平成３０年度を見ますと思うわけで、今私が言った児童、身体、

心理、ネグレクト、不登校、養育困難というふうなことに分類し

ますと、どの項目に何件ずつになるかちょっとお聞かせをいただ

きたいと思います。 

 

 西館議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（澤田常男君） 

 お答えいたします。 

 まず、要対協案件になったケースにつきましては、ネグレクト

が３件で、虐待が１件になります。 

 それから、相談件数については件数が多いので、ちょっと今こ

この手元には書類はございませんが、あと２件、児童相談所のほ

うに送致した、これもネグレクトですけれども、ございまして、

それは２件の６名になります。 

 以上でございます。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 把握されていないものもあるようですけれども、この前、町の

自殺対策計画の説明会がありまして、私も出席しましたけれど

も、その中で町の中にも虐待事件がありますよというような説明

がありました。そして今、町長が協議会の組織の中で対応してい

るというふうなことですけれども、実際には保健師がこの対応に

追われているという実態が報告にありました。この組織の中には

保健師の名前が町長の答弁ですと出てこなかったんですけれど

も、これは町民課を介して環境保健課ですか、そちらのほうに情

報提供が行って保健師が対応しているというふうな形になって

いるんですか。ここのところをちょっとお聞かせいただきたいと
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思います。 

 

 西館議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（澤田常男君） 

 保健師とのかかわりですけれども、まず保健師の方々が乳幼児

健診あるいは家庭訪問等をして得る情報もございます。それにつ

きましてはもう保健師のほうで直接対応していただいていると

ころもありますし、要対協のほうに相談がありますと関係課で、

環境保健課の保健師の場合もございますし、介護福祉課のほうの

保健師がかかわることもあるかと思いますけれども、そういう関

係で情報交換しながら対応していっているという状況でござい

ます。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 双方の保健師が対応しているというふうなことで答弁があり

ますけれども、では環境保健課長に確認しますけれども、私はこ

ういうふうな事件が、件数があることによって、保健師本来の業

務に支障があるんではないかと感じているわけですよ。私は前に

も町民の健康増進、さまざまな部分で保健師の業務が多過ぎると

いうふうなことで町のほうに増員なり事務補助員のサポートを

すべきだというふうなことで提案をしてあるんですけれども、そ

れが改善されていないわけで、今またさらにこういうふうな業務

がふえることによって、町の保健業務の威力が低下するわけです

よ。環境保健課長、これでいいと思いますか、将来的にこのまま

の体制で。 

 

 西館議長  環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 

（柏崎勝徳君） 

 お答えをいたします。 

 先ほど町民課長の答弁にもありましたとおり、保健師はまず母

子手帳の交付時の面談から妊婦訪問相談、それから赤ちゃん訪問

相談というところでずっと妊婦さん、それから母子のほうにかか

わってきている関係で、こういうような虐待とか、こういうよう
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なケースにも、その母子を知っているということで一緒にかかわ

っていくというような対応を行っております。 

 確かにだんだんこういうような虐待というような事例もふえ

てきておりますので、保健師がかかわる時間等もふえてきている

という状況でございます。そのために、母子保健担当の保健師と

いうことで正職員２人、あるいは臨時の保健師で当たっていると

ころでございます。 

 今後こういうケースがふえてくるということになれば、確かに

おっしゃるとおり、他の保健業務のほうにしわ寄せあるいは影響

等が出てくるものというふうに思っております。ただ、この虐待

ばかりではないんでしょうけれども、今後、少子化の中では母子、

子供を産み育てるというところが大変大切になってきてまいり

ますので、この親子の部分とかについては今後さらに機能強化が

必要ではないかなというふうには認識しております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今、環境保健課長は増員的な部分には触れませんけれども、実

際に保健師の業務でこういうふうな事案が発見されているのも、

家庭訪問とか足を運んでの事実確認をしているわけですね。やっ

ぱりこれらが、業務が停滞することによって、私は先ほど報告に

あったネグレクト、育児放棄とか、そういうふうな部分が今３件

もまだ発生しているわけですから、これはもっと掘り起こせばま

だあるかもわかりませんよ。やはりそういうふうな意味では、ス

タッフが充足することによって、子供の少子化に対する、産み育

てる安全体制が生まれてくるわけですよ。やはりそういうふうな

ものが確立しないと、町の少子高齢化対策事業の効果とか、そう

いうふうなものが上がってこないと思いますよ。この辺を基本に

やっぱり一番住民と接する保健業務の充実を私は強く求めてお

きたいと思います。 

 それから、次の（２）に入らせていただきますけれども、今言

ったような虐待相談のほかに、現場で窓口で対応する役場職員の

方々にはいろいろな方が来客し、特に経験のない職員については

精神的なストレスが大きな問題であります。 
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 町には暴力団排除条例のほか、生活安全条例がありますが、窓

口で職員に暴言、威圧、恐怖感を与える行為に対する職員対応マ

ニュアルというものは、例えば暴力団排除条例の中にはあります

けれども、今までと違ったこれらを網羅した形での、今職員にこ

うこうこういうふうな形で対応しますよ、対応しなさいというふ

うなものがあったらお聞かせいただきたいと思います。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 平成１８年に作成し、随時改訂しながら職員間で共有しており

ます「窓口応対マニュアル」の一遍として、「不当要求対応マニ

ュアル」を定めております。その中で、暴言など威圧的行為があ

った際の対応の基本的心得や具体的な対応要領について定め、い

ざ不当要求があった際に適切な行動をとれるように図っている

ところです。 

 そのほか、町不当要求行為等の防止に関する要綱により、実際

に不当要求があった際には、防止対策委員会を開催し、実態の把

握と情報共有、対策の審議や警察など関係機関との連絡調整を行

うこととしております。 

 職員への不当要求に対しては、担当者を孤立させることなく、

組織として毅然と対処することにより、公務の信頼性確保を図っ

ていくことが何より重要だと考えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 そういうふうな定めがあるというふうなことはわかりました。

前々から暴対法関係では職員に対しての指導もあって、対応は私

もこれまでどういうふうな形でなされているのかなというふう

なことの認識も不足しておりましたので、今の町長の説明で改訂

をしながらマニュアルを定めているというふうなことで、ただ、

新聞等で見ますと、特に非常にお客さんの中には専門的な知識を

持って職員が対応できないような言動で時には威圧する、そうい

うふうな来客者もいるやに聞いております。特に税関係でもそう
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ですし、窓口の対応については、非常にその職員にとっては恐怖

だというふうな声をたまに聞きます。私もそういうふうなことが

あってはならないし、職員が仕事や業務に対し安心して当たれ

る、自信を持って業務を遂行できる体制は非常に大切だと思うん

ですけれども、やはり一番窓口にいる職員というのは経験の浅い

職員がほとんどであります。そういうふうな意味では、今言った

ような言動で、そしてまた、専門的な用語で言われたときに、な

かなかこれはこれだというふうな形でスタッフがすぐ対応でき

る体制になっているのかどうか。 

 私は今までこう見て、そのようなお客さんが来ているんだけれ

ども、声が結構高いなと思って私も気をつけて見ていれば、ほと

んどが１人で一生懸命に対応していますよ。町長が言うような複

数の職員がいて、こうこうこうと補足している場面というものに

出くわしていないんですけれども、今までそういうふうな対応を

した事例があるんですか。そこ、あったら１件でも聞かせていた

だきたいと思います。 

 

 西館議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 お答えいたします。 

 まず、先ほど言いましたマニュアルの部分なんですけれども、

基本的にマニュアルの中のもう一つのところにクレーム対応と

いうものもございます。そちらの内容といたしましては、あくま

でも個人のレベルではなくて、あくまでも組織で行う問題だとい

うことで位置づけておりますので、基本的には個々の対応をして

いる職員もいるかと思いますけれども、非常に専門的もしくは特

殊事情がある場合は、やはり上司のほうとか複数人数で対応する

のが主だと思っております。 

 この辺のところも含めて、まだこのマニュアルのところの普及

として見れば、そういうふうな対応をしている部分ということは

少しまだ、もう少し職員のほうにもこのマニュアルを把握してい

ただきたいなと思いましたので、また改めてこちらをまた徹底し

て活用していただくような対応をとっていきたいなと思ってお

ります。 

 そのほかにそのような対応をしたことがあるのかと、若干意味
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合いが違うかもしれませんけれども、確かに不当要求ということ

で不当要求に係る対策委員会というものが過去に１度だけ、平成

２３年の年に設置されたことがございます。実績はこの１件のみ

になっております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 私は対応する職員の補助者、それから会話を録音する職員と

か、いろいろな形も、この人がこういうふうな事例になったら補

佐が補助者になるとか、あと１人はこの部分については録音させ

ていただきますとか、そういうふうなものの体制がすぐとれるよ

うな形で対応することによって、職員も安心して応対ができると

私は思いますよ。やはりだんだん声が荒くなって、どうにもなら

なくなってから行っても、私はもう手おくれだと思うんですよ。

やっぱり初めからぴしっとした毅然とした行政対応というのは

こうなっていますよというふうなことで対応することによって、

私は窓口に来た方もやはりこの役所は違うなというふうな感じ

を受けると思いますので、やっぱりそういうふうな形で対応をと

っていくべきだと思うんですけれども、担当課長、どうですか。 

 

 西館議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 今、平野議員がおっしゃったとおり、不当対応マニュアルの中

では平野議員がおっしゃったことをそのままやるような形でも

網羅されておりますので、基本的にはご質問のことを実際的に行

っていかなければならないことだと認識はしております。 

 今後に関してみれば、もう少しこのマニュアルの内容につい

て、私どものほうももう少し勉強会をするなど、もっと具体的な

形で活用できるように考えていきたいと思います。 

 以上になります。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番  ありがとうございます。それでは、対応に万全を期していただ
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（平野敏彦君） くようにお願いをしたいと思います。 

 第２点目は、平成３１年度町予算の概要についてであります。 

 青森県の平成３１年度一般会計予算案に「青森県を絶対つぶさ

ない」と息巻く三村知事のカラーが反映された予算であると報じ

られておりました。町長は当初予算で町民に何を訴えるのか、お

伺いをいたします。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 来年度に向けた私の思いでありますが、平成３１年度の町政運

営方針として、７日の所信表明で述べたとおり、任期２年目を迎

えるに当たって町民との約束である政策公約を前進させたい、そ

して町の最上位計画である第２次総合計画を着実にスタートさ

せたい、このことを強く考えております。 

 そして、そのポイントとなるのが、政策目標にも掲げている「持

続可能なまち」であります。これは、行政運営の基盤となる健全

財政を維持させることはもちろんのこと、人口減少が懸念される

中でも、子供から大人まで全ての町民が元気で生き生きと暮らし

ていけるよう、私たちのふるさと「おいらせ町」を持続させたい

という強い思いからくるものであります。 

 厳しい財政状況下での予算編成となりましたが、先ほど述べた

思い、考え方のもと、政策公約と総合計画に掲げました各施策を

着実に前進させていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 町長の公約推進については、これまでも出ているから理解がで

きておりますけれども、ただ、町民にわかりやすい、これこれこ

れがことしの目玉だよというふうなものが、私はその項目を上げ

た活字だけではよく伝わらないんじゃないかなと。例えば、こと

しはドーム建設の第一歩ですとか、そういうふうなものが、あっ、

これかというふうなものが表現されていいんじゃないかと思う

んですけれども、やはり政策公約も大事でしょうけれども、やは
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り町民にわかりやすい、予算ですから１年間でこれをやりますよ

というふうなものが当然出てきていいし、課題はいっぱい出てき

ているのは何回も話をしているわけですから、ではその課題をど

ういうふうな形で解消していく、逆手にとってそれを成田カラー

にするというふうなことも一つ大事じゃないかと思うので、私は

町長の所信表明を聞いてみて、ほとんどが政策実現のための内容

だけで、ここのところに町長のカラーが出ているなとか、ここの

分野ではこれがそうなんだとか、町長は第一次産業が一番大事だ

と言っていますけれども、第一次産業では、では何が町長の訴え

ているところなのかなというふうなこともよく理解できないわ

けで、この辺、いや、私の訴えている各行政の項目でいきますと、

これこれこれが私のカラーですというふうなものがあったら、

二、三点お聞かせください。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 実は、施策方針、所信表明の中でも、例年ですと４０分、５０

分、何ですか、説明すると担当課から聞いたもので、自分の場合

はそんなに要らないよ、二、三十分でいいからなというような考

えで自分の思いは語りました。しかし、新年度に入る前にもう政

策、これは大目玉で第一の目玉でありました給食費の無料化は１

月からもう実施しているので、平成３１年度に向かっての目玉と

いうわけにもいかないしなという思いがありましたし、また、ド

ームはこれから進めるんですけれども、それももう実施設計に入

っているということで、そんなに目玉というのはありません。 

 そしてまた、今、平野議員、農業とかそういう部分はどうなっ

ているという話でしたけれども、私は議会では余り、公の場では

話さないんですけれども、各団体の集まり、そういう部分にほと

んど案内を受けるもので、その席上では必ずと言っていいほど祝

辞とか挨拶があるもので、そこでは相当うたっていますけれど

も、議員の方々には出席していないと聞こえない部分もあろうか

と思います。 

 そしてまた、いろいろな部分でお話ししている、特にことしは

当初予算では学校に関する予算が多かったもので、余り目玉と言

える部分の予算の配分ができなかったということもありまして、
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今言われたその目玉、目玉はと言われるんですけれども、ことし

はなかなか予算の関係で大きい声で言える部分はなかったな、少

なかったなという気がしておりますので、ご了解いただきたいと

思います。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 町長が、そういうふうな性格的なものもあるかと思いますけれ

ども、もううそをつくぐらいの勢いで、ほらを吹くぐらいで町民

に夢を語れるぐらいの度量を示してほしいなと思って、期待をし

ております。 

 ２点目に入りますけれども、この予算編成方針で実質公債費比

率は普通交付税額に大きく影響されるというふうな文言があり

ました。私は、この予算編成方針にあって、当初予算で交付税に

どのように影響されて予算計上されたのか、どのような形でその

影響が出ているのか、この項目でご説明できれば説明していただ

きます。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 実質公債費比率は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律

により定義された財政の健全度を示す指標の一つであります。簡

潔にあらわしますと、標準財政規模に対する地方債償還額の比率

であり、１８％を超えた場合、地方債協議が必要になるなど、借

り入れ制限が生じてきます。 

 そして、この比率算定式にかかわる標準財政規模の対象となる

のが税収や普通交付税であり、普通交付税の増減が比率に与える

影響が大きいため、減額が進むにつれ、比率も悪化していくおそ

れがあるというものであります。 

 ご質問の当初予算への影響でありますが、実質公債費比率は基

準内であるため、地方債借り入れ制限はなく、普通交付税も減額

を見込んでいるものの比率算定に大きく影響するほどではなく、

特に支障はありません。しかしながら、今後、比率が基準に近づ

いていくようであれば、地方債償還額を減らすなど、比率を下げ
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る対応が必要になってくると考えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今の町長の説明ですと、ではこの文言というのは何で書いたの

かなと。標準財政規模の中で実質公債費比率が１８％台を超えれ

ばとありますけれども、会計監査の意見書とかそういうふうなも

のでいけば、健全財政でずっとこれは下回っているわけですよ

ね。この文言は何なのかなというふうな、私は影響を受けるとい

うふうなことですから、今年度から実質公債費比率が交付税に影

響される、ここのところというのは全く意味がよく理解できない

んですけれども、今聞けばまるっきりその支障がないというの

は、この文言は書かなくてもよかったんじゃないかなと思って、

私らに資料提供した部分についてはこれは訂正すべきだと思う

んですけれども、担当課長、もしあれであったら答弁いただきた

いと思います。 

 

 西館議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 平野議員がおっしゃっているのは、この間の議員全員協議会の

ときもお示ししました当初予算編成方針の中の一文でございま

す。ちょっと読み上げます。 

 現在は実質公債費比率については１１．５％ということで、地

方債協議の基準である１８％を下回っています。しかし、当町に

おいて実質公債費比率は普通交付税額に大きく影響されるため、

今後の国の動向によっては急激に悪化するおそれもあるという

この一文でございます。 

 ちょっと繰り返しますが、ここの「実質公債費比率は普通交付

税額に大きく影響される」という意味合いでございます。こちら

のほうは、現在はまだ地方債協議の基準１８％以下を十分に下回

っているところでありますが、先ほど町長の答弁にもありました

ように、実質公債費比率の算定式があります。こちらのほうは分

母が標準財政規模で、分子のほうに地方債の償還額が入ります。
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この分母である標準財政規模の中には税収であったり地方交付

税であったり、税外収入等があります。よって、普通交付税が年々

減っていく可能性がありますので、もし分母が減りますと分子の

ほうもいろいろ帳尻を合わせなければ率そのものが上がってい

くと。ということは、１８％に限りなく近づいていくという、そ

ういう意味での普通交付税に大きく影響されるという意味合い

であります。 

 現在は、先ほども言いましたとおり下回っておりますが、安心

していますと、先々のことを考えた場合に、急激な国のほうの交

付税の交付の動向等も考えなければいけませんので、そういった

意味で影響があると。そういうところをちゃんと心配しながら財

政運営をしていく必要があるという意味合いでございます。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 私は、議員配付の資料ですから、もっと吟味をして、本当にこ

とし大変だなというふうな感じを受けるような部分というのは

今はないわけですから、ほかのデータでそういうふうな数値が出

ているのであれば私はわかりますよ。ちゃんと監査委員も監査を

して、まだそこまで到達する、パーセンテージに相当開きがある

というふうなことで報告しているわけですから、やっぱりこの辺

はもっと慎重に文書表現していかなければ、議会でもこれは大変

な問題だなというふうなことで捉えると思いますよ。この辺はぴ

しっとした数字のあらわし方、文章表現というものに気をつけて

いただきたいと思います。 

 それでは、続いて（３）のほうに入らせていただきます。 

 歳出予算の建設事業費が３億１，６００万円、対前年比５５．

１％の減額となっております。特に生活関連道単独事業費が計上

されておりません。これは町長の判断ですか。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 去る２月２２日、議員全員協議会の平成３１年度当初予算案概
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要資料に載せておりますが、普通建設事業費の町単独事業費分が

前年度比３億１，６００万円ほどの減となっております。これは、

町道整備事業の減額を初め、給食センター整備事業に係る単独調

理校調理室改修工事や百石中学校講堂改築のための外構工事、下

田第６分団の消防ポンプ自動車購入など、事業終了に伴う減額が

含まれております。 

 また、道路整備事業につきましては、国の交付金関連事業等の

み計上し、町単独事業分は計上しておりません。７日の所信表明、

議案提案理由で申し上げましたように、財政状況は厳しく、健全

財政の堅持、そして事業の選択と集中の考え方のもと、副町長を

初め、財政担当課及び事業所管課と協議調整し、私が決断したと

ころであります。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 町長が決断して予算編成をしたというふうなことであれば、そ

れで確認をしておきます。 

 ただ、この関連道については、今もう雪解けが始まって、各所

で傷んでいるところが見られるわけですけれども、これはこのま

までいくんですか。今後の対応についてお聞かせいただきたいと

思います。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 ご質問にお答えいたします。 

 道路の傷み等につきましては、現在、当課のほうでも状況等は

把握しておりますので、先週、また、きょうも職員が一応現場を

パトロールしながら、現在買っております合材等で職員が対応し

ているという状況です。 

 あとは道路維持予算と今年度の残分等について業者のほうで

対応できる部分は、今後は業者のほうにも対応させる考えで、あ

とは新年度予算案のほうも今後３月２５日に入札等があります

ので、そういった中で４月以降は随時対応していくというふうに

考えております。 
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 以上になります。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今、担当課長の説明ですと、結局、平成３１年度の予算の残っ

ているものでは、今、早急対応するというふうなことだと思うん

ですけれども、特に私が走って、常に上乗りをして、穴があいた

ところにはてんぷら舗装で何回もかぶっているところがあるわ

けで、あれも改良すべきところ、舗装し直しをしなければならな

いところというのは結構あると思いますけれども、これらについ

てもいつまでもてんぷら、てんぷらでいくんですか。私は、やは

り町民の方もほかのほうの道路とかそういうところを通るわけ

で、なんでうちのほうだけがこうなんだというふうな感じを受け

てくると思いますよ。 

 やはり町で言う、青森県で一番人口が大きい町だ、それを自負

して勢いがあるような形で町民に訴えているわけですから、やは

り町民が納得いくような一つのサービスをちゃんと提供すべき

だと思うんですけれども、このままでいったら、例えば車が町道

でそういうふうに破損した、パンクした、ああいうふうなものは

全部町が負担するんですか。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 道路補修の部分についてお答えいたします。 

 先ほど町長の説明にもありましたように、国の交付金関連事業

費のみを計上しているということになりますので、幹線的な道路

につきましては、現在、下前田２号線で道路補修事業を実施して

おりますが、これについては引き続きやりながら、あと新たに平

成３０年度も実施しておりますが、事業債を活用した薄層オーバ

ーレイ的な、オーバーレイですね、そちらのほうを余り経費がか

からないような形で進めるということは、次年度はもう一路線、

新たに幹線的な道路で進めていきたいと思っております。 

 それとあわせて、道路維持補修工事費のほうにつきましては、

９，２５０万円ということで当初予算に計上しておりますので、

穴埋め等が主になりますが、今後は生活道路的な部分を議員がお
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っしゃったような形で余り、継ぎはぎというよりは薄層的なオー

バーレイ的な部分でできるものは今後は努力しながら、試験的に

進めていきたいというふうに考えております。 

 

 西館議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 先ほど、道路に穴があいたときによくあるんですけれども、パ

ンクになったとか、ホイールが壊れたとかという事例がよくあり

ます。よくというか年に数件ございます。そういうふうなものに

関してみれば、総務のほうで保険対応をしておりますので、その

ような事案という形に関してみれば、保険からその被害に遭った

お客様のほうに保険がおりるという形になります。 

 以上になります。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 維持補修については今年度９，２００万円、それで対応してい

くんだというふうなことで、金額的なものは確認できました。 

 あと、自動車事故の対応は総務課でやっていますよというよう

なことですけれども、これらについてもほとんどの町民はわから

ないと思うんですよね。飛ばしていってパンクした、自分の運転

が未熟かなというようなことで補償してもらえるとか、そういう

ふうなことを多分知識的に持っている人というのは何人も何％

もないと思いますよ。 

 私は、やはり町が管理する部分については町がこういうふうな

形で補償対応しますよというふうなことはちゃんとＰＲすべき

だと思いますので、担当課についてはこの辺、よろしく取り組み

をお願いしたいと思います。 

 それから、４点目に入らせていただきます。 

 今まで質問してまいりましたけれども、町予算としてこれまで

にない厳しい歳出削減予算となったと私は思います。このことは

基本的に総体的に予算の歳入等から見ても、給食の無料化が一番

大きな要因ではないかと思うんですが、町長の所感をお聞かせく

ださい。 
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 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 先ほどの答弁でも申しましたように、財政状況は厳しく、健全

財政の堅持の考え方のもと、歳入に見合った歳出規模での予算編

成を行い、その結果、予算規模は前年度比１億６，３６０万円の

減額となっております。 

 歳入減の要因として、学校給食費無料化による負担金の影響も

考えられますが、過年度から続いている地方交付税の減額、さら

には国地方財政計画を踏まえた臨時財政対策債の減額など、一般

財源の減額が大きく影響していると思っております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 予算的に見ても、規模的にいって分担金負担金が１億１，００

０万円減っているわけですね。その分が総体的にいっても予算規

模が減っている分と一致しているわけで、私はやはりこの部分と

いうのは非常に、来年度予算もいろいろな意味でこの課題を生じ

るなというふうなことで危惧しているわけです。確かに交付税の

減額は、少なくとも前々からも減額していくというのは、これは

もうちゃんと議会でも説明されているわけですから、これは私は

理由には当たらないと思いますよ。 

 このまま町長の任期中、これを継続するというふうなことであ

れば、私は町の財政というものが非常に厳しいものになっていく

し、今、当初の予算を見ても、財政調整基金の取り崩しがことし

は５億１，５３５万４，０００円ですよ。昨年は４億５００万円。

本来、町の財政運営の基本というのは、この財政調整基金を取り

崩さないで運営していくというのが私は町の財政運営の基本だ

と思うんですけれども、三村知事が県の財政がパンクする寸前に

知事になって、今ようやくいっているのは、基金の取り崩しをし

ないで予算編成ができているというふうなことを言っているわ

けですよ。 

 私はこれからいったら、あるものを崩して１年間の予算を組む

のだったら、私は簡単ですよ、容易であるものを使うわけですか



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－３２－ 

ら。やはり基本は、財政調整基金とか、そういうふうな他の財源

に頼らないで予算を組んでいくというふうなことが健全財政の

なるほどなと思われる予算編成だと思うんですけれども、これで

いったら私は、町長は給食費の影響はないんだと言うんだけれど

も、ではなぜ財政調整基金をこんなに取り崩さなければ予算を組

めないのか。ここのところが私はよく理解できませんけれども、

もう１回お願いしますよ。 

 

 西館議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 財政調整基金の考え方のことでございます。財政調整基金の考

え方につきましては、議員の皆様に議員全員協議会において今後

の財政推計であったり、財政調整基金の取り扱い等をご説明した

ことがあろうかと思っております。 

 現在、町には財政調整基金が約１６億円ぐらいございます。こ

れは、当初予算編成をするときに歳入、歳出の財源不足のところ

を充てたり、それから除雪であったり災害時、不測の対応に充て

るためのものということで基金化しているものでございます。財

政調整基金を当初予算に繰り入れするやり方は、従前から行って

おります。 

 確かに平野議員がおっしゃるとおり、財政調整基金を取り崩さ

ず当初予算を編成すれば、すごく財政的にもいいものがありま

す。実際、県のほうでも２年ぐらい前から財政調整基金を崩さな

い予算編成をやっております。できれば当町でもこういったもの

を実現できればよろしいかと思っておりますが、現実的には過年

度から無理な形で考えてございます。 

 ちょっと細かい話になりますが、各課から当初予算要求を……

（「いい。わかった」の声あり）よろしいですか。（「時間なくな

る」の声あり）以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 基本的な部分は、やはり自分たちの事務処理がしやすいような

形で予算編成をしているというようなことですよ。やはりもっと
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厳しく対応していくべきだと、そこだけつけ加えておきます。 

 それでは、時間がないので３点目に入らせていただきます。 

 今町長も言っているように、町の財政は厳しいんだというふう

な中で、町の自主財源確保対策についてであります。今後の人口

減少が避けられないと予測して、自主財源の柱である町民税の評

価を、中の固定資産税の評価の見直しをしたり、適正な形で増収

を図る必要があると考えておりますが、町長の考えをお聞かせく

ださい。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 議員ご指摘のとおり、固定資産税は町の一般会計歳入における

町税の約４５％を占め、自主財源の柱となっております。 

 そのため、宅地評価においては新規路線価付設、新規宅地等の

画地計算及び標準宅地時点修正等を不動産鑑定士に業務委託し、

適正な課税評価に努めております。 

 また、未登記家屋及び附属屋等の未評価家屋をなくすため、航

空写真を活用した全棟調査を実施し、公平な賦課につなげるとと

もに、税収の確保を図っております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 適正な評価をしているんだというようなことで理解をしてお

きます。町民税とあわせて一番の柱でありますから、見落としの

ないような形での課税を進めていきますようにお願いをしてお

きます。 

 それでは、（２）番の町の財源確保対策として、町が年間使用

する封筒の数と作成に係る発注額が幾らになっているか、お聞か

せください。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長  お答えします。 
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（成田 隆君）  町が使用する公用の封筒につきましては、管財担当課で発注す

る全庁共通のものと、担当課がそれぞれの事業用に使用する専用

のものがあります。 

 ご質問の封筒の数と発注額ですが、管財担当課で発注する全庁

共通のタイプで過去３年間平均の数字でありますが、年間で約１

１万枚、金額は約１１０万円となっております。 

 また、各担当課作成の専用タイプですが、先ほど同様に過去３

年間平均で、年間で約１５万枚、金額は約２２０万円となってお

ります。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 印刷代は１１０万円、それから担当課のほうが２２０万円とい

うようなことですけれども、私は妙高市の封筒の裏側を見てびっ

くりしたんですけれども、裏側にびしっと各町内の業種、いろい

ろな形での印刷物があります。ついていました。これだったら、

これ以上に経費が生まれるんじゃないかと。ただ、今まで町の場

合はその３年、こういうふうな形で同じ繰り返しをしてきている

なと。広報ではコマーシャル、広告料を取っているわけですから、

それだったら封筒も、例えば大手企業とかいろいろな意味での全

国発送する部分とか、それから担当課でやる町内発送する部分、

これらの裏側を使えばまだまだ収入が生まれるんじゃないかと

いうふうに私は封筒を見てそう感じたんですけれども、町でそう

いうふうな考え方というのは、図る方法というのはほかにありま

すか。私はぜひ取り組んでほしいと思うんですけれども、町長、

お願いします。 

 済みません。私がちょっと舌足らずでした。 

 

 西館議長  （２）か、（３）。（「（３）です」の声あり） 

 町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 失礼しました。お答えします。 

 財政状況は厳しく、歳入に見合った歳出規模での予算編成を行

っていかざるを得ない状況が進む中、歳入の確保や財源創出は早
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急に町が取り組むべき喫緊の課題だと考えております。 

 ご提案の封筒等への有料広告は近隣市町村でも事例がありま

すので、検討してみたいと考えております。 

 ご提案、大変ありがとうございました。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 あと５分となりましたので、４点目に入らせていただきます。 

 新庁舎建設とまちづくりについてであります。 

 町長の施策項目の４の中に「未来に向けた整備を整える」とあ

ります。新庁舎の建設についてお伺いをいたします。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 政策の柱の４つ目、「未来に向けた基盤を整える」には「真に

必要な公共施設の整備」、「持続可能なまちの基盤整備」、「情報社

会に対応した基盤整備」の３つの基盤整備を掲げております。 

 施策としては、多目的ドーム建設の促進、統合庁舎の建設に向

けた準備、おいらせ病院整備のあり方の検討、道路等の維持、整

備、浄化槽の維持管理費用助成の検討などになっております。 

 ご質問の新庁舎建設につきましては、統合庁舎の建設に向けた

準備として、現在は絞り込んだ３候補地から建設候補地を決定す

るため、各候補地の課題の検討や事業スケジュール及び事業費の

比較検討を行っていきます。新庁舎建設の財源となる合併特例債

の発行期限に留意しながら、将来にわたり町の核となり得る庁舎

となるように進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 全ては財源を優先するような答弁で、ちょっと私は残念であり

ますが、（２）に入らせていただきます。 

 庁舎建設は喫緊の課題でありますけれども、予算的なそういう

ふうなものにとらわれない、例えば新庁舎を核としたコンパクト
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シティ建設について、もうここに人口減少が将来見えてきている

わけですから、そういうふうなものを踏まえて庁舎を確認して、

ここに新しいその都市をつくるというふうな思いがないのか。例

えば岩手県紫波町のオガールプロジェクトとかそういうような

ものは、住民が参加して新しいまちをつくっているわけですか

ら、やはり行政サイドだけではない、町民を巻き込んだ新しいま

ちづくりというものが大事じゃないかと思うんですけれども、町

長の思いを聞かせてください。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 コンパクトシティは、都市的土地利用の郊外への拡大を抑制す

ると同時に、中心市街地の活性化が図られた生活に必要な諸機能

が近接した効率的で持続可能な都市、またはそれを目指した都市

政策のことであります。 

 コンパクトシティの利点として、一般的には、ある程度人口が

まとまって居住することにより、福祉、商業等の生活サービスの

持続性が向上するとともに、これらのサービスに徒歩や公共交通

で容易にアクセスできるようになる生活面での効果。 

 次に、公的サービスの効率化や公共施設の再配置、集約化によ

り、財政支出の抑制につながる財政面での効果。 

 さらに、サービス産業の活性化と外出の増加による消費の増加

という経済面での効果などがあり、コンパクトシティとまちづく

りは一体となった取り組みが必要と考えられますが、当町の規模

や特性を踏まえた場合は必ずしも適合しないのではないかと考

えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ２席６番議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 適合しないとか、するとかというのは、やはり議論してみて、

青森市は最初コンパクトシティで成功事例だというふうなこと

で全国から問い合わせがあってマスコミ等にも出ましたけれど

も、今は失敗した事例というふうなことで青森市が出ています。 
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 私は、今の町長のこの町の財政も含めて一般的な考えを見ます

と、ほとんど金に縛られているんですよね。発想が生まれてこな

い。もっと、金とかそういうふうな縛りがなくて、こうやってこ

うやるというふうなものの思いを一回持って披露してもいいん

じゃないかと思います。 

 そういうふうなことで時間になりましたので、私の質問をこれ

で終わらせていただきます。ありがとうございました。 

 

 西館議長  これで６番、平野敏彦議員の一般質問を終わります。 

 お昼のため、午後１時２０分まで休憩いたします。 

  （休憩 午前１１時５０分） 

 西館議長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

  （再開 午後 １時１９分） 

 西館議長  引き続き、一般質問を行います。 

 ３席１番、澤上 勝議員の一般質問を許します。１番、澤上 

勝議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 議長のお許しをいただきまして、一般質問をいたします。 

 平成３１年度の第１回の定例会一般質問ということで、３席１

番、澤上 勝です。 

 先ほど平野議員にもありましたけれども、あの３．１１東日本

大震災、２０１１年、平成２３年３月１１日金曜日午後２時４６

分１８秒１に発生した東北地方太平洋沖地震による災害及びそ

れに伴う福島第一原子力発電所事故による災害で大規模な地震

災害であることから大震災と言われて８年がたつが、いまだに復

興がおくれている。 

 また、原子力政策の展望も見えず、県民一人一人に考える姿勢

が求められている中、我が町の新たな避難施設の追加の松原地区

避難階段と明神山防災センターが災害時に確かなる避難施設、避

難場所として機能するのか危惧されるので、日常的な避難施設の

管理と訓練が必要であると思う。 

 また、ことしは平成が４月３０日で終わり、５月１日から新し

い元号になるわけでありますが、先般３月１日の東奥日報夕刊に

「新元号、私なら」と県民１０人の新元号が掲載されていました

ので、ご紹介を申し上げます。１つには「厚世」、２には「永和」、
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３には「幸明」、４には「開明」、５には「安久」、６、「玉政」、

７、「慶和」、８、「安明」、９には「亀光」、１０、「希安」と掲載

されていました。果たして４月１日、菅官房長官が新元号に何と

書かれた色紙を披露するのか、楽しみにして４月１日１１時ごろ

を待ちたいと考えているところであります。 

 さて、早いもので今期最後の議会と一般質問になりました。も

っと輝く確かな未来のおいらせ町づくりのために、一問一答方式

で質問するので、真摯なる答弁をよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 １つには、これからは町長が立候補したときのある程度のマニ

フェストに沿った形で質問させていただきますので、よろしくお

願いします。 

 町長の政策公約実現についてということで、（１）３つの重点

項目と６つの政策の柱の中で、４つ目の「未来に向けた基盤を整

える」の２つ目にある「持続可能なまちの基盤整備」の中に「浄

化槽の維持管理費用の助成を検討」とありますが、どう検討され、

来年度よりどのように維持管理費を助成するのか伺います。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ３席１番、澤上 勝議員のご質問にお答えします。 

 町では、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、生活

環境の保全及び公衆衛生の向上を図ることを目的に、公共下水

道、農業集落排水処理施設を利用できない区域における生活排水

対策として、し尿と生活排水をあわせて処理する合併浄化槽を設

置する世帯に対し、補助金を交付しております。 

 ご質問の浄化槽の維持管理費用の助成については、設置者の維

持管理に係る負担軽減を図るために、これまで現行の補助制度の

拡充を検討してまいりました。 

 具体的には、現行の補助金要綱を改正し、既存の住宅用浄化槽

の浸透ますを再設置する者に対し、５万円を上限として経費の一

部を助成することとしたものであります。 

 なお、改正後の要綱は平成３１年４月１日から施行する予定と

しております。 

 以上です。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－３９－ 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、町長が答弁して４月１日からやるという話を、多分議員の

方々が初めて聞くような、私が勘違いをしていなければ、その中

身についてもっと若干手短に説明をお願いします。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 質問にお答えいたします。 

 ただいま町長が説明したように、これまで調査等を行った結

果、浸透ますが浸透しにくくなったという回答も約１割の方から

いただいておりましたので、そういった方々のこれからの維持管

理に係る、再設置に係る費用を軽減するということで、今回この

制度の拡充をしたものであります。 

 今回の制度につきましては、新たな要綱、また、条例等の策定

ということではなく、現行の要綱を拡充したということでありま

すので、議員等については改めて説明するということではなく、

今後４月１日からの制度を利用できるような形で町民の方々に

今後広報等を活用した形で周知していきたいというふうに考え

ております。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、課長から説明があったけれども、議員の方々に説明をしな

いで実行するというものはいかがなものですか。議員を軽視する

という意味ですか。答弁。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 先ほども申したように、新たな制度ということではなく、現行

の制度の中の拡充策ということで、維持管理費用に係る部分の軽

減を図ったものでありますので、これにつきましては副町長、町

長とも相談し、事業の制度を決めた際にも、今後については住民

等への周知を図っていきましょうということで確認をとってお
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りますので、決して議員の方々を軽視したということではないと

いうふうなことをご理解いただきたいと考えております。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 私は理解できかねますから、それだけは言っておきます。 

 それから、５万円の中身をもう一度詳しく言ってください。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 合併浄化槽の浸透ますが浸透しにくくなった方々が浸透ます

を再設置する際に係る工事に伴う費用の一部ということで、限度

額を５万円というふうに定めております。 

 以上になります。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 では、課長から先に聞きますけれども、浸透ますを掘り直した

場合の価格が幾らぐらいか、私は知識がないので答弁をお願いし

ます。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 合併浄化槽の当初の設置等で業者の方々から見積もりが来る

際には、おおむね標準的に１０万円程度が工事費用として記載さ

れておりますが、当課のほうでもメーカーの浸透ます標準図をも

とに県のほうの歩掛かり等を参考にし積算した結果、大体おおむ

ね１６万円から１７万円ぐらいかかるのかなというふうに思っ

ております。これにつきまして５万円ですので、おおむね設計額

の３分の１を限度額としていると解釈していただきたいと思い

ます。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番  今、金額は５万円ということですけれども、私の考え方はちょ
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（澤上 勝君） っと違うんですけれども、公共用水道の特別会計から、本会計か

ら繰り出している金等を、農業集落もそうですけれども、１世帯

当たりの金額というのは公共水道の場合は去年の実績で１４万

５，０００円、それから農業集落排水については７万１，６７１

円、年間、私はかかっているものと理解しているわけだ。これが

１０年すれば、それだけの金額でありますから、それ以上に２０

年、３０年利用している方々はそういう恩恵を受けているはずな

んですよ。 

 果たして、北部がほとんど合併浄化槽のはずでありますから、

その５万円で了解してくれというのは、私はちょっと公平、平等

から欠けているような気がするし、あと二、三年で北部のほうに

公共下水道が入るからそれまで待ってくれという説明だったら

それでも理解するけれども、その辺の考え方はどうですか。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 下水道事業につきましては、北部地区の下水道事業の調査研究

ということで、平成２８年８月の議員全員協議会でご報告してあ

るように、当面、北部地区につきましては公共下水道等について

の整備は見送るということでご理解いただきたいと考えており

ます。 

 先ほどの維持管理に係る部分ですけれども、現行、住宅５人槽

の場合、５２万９，０００円の補助をしておりますが、現在当課

のほうでのこの補助の制度につきましては、合併浄化槽、当初設

置後１５年を経過したものについては新たな補助が受けられる

というふうな考えでおりますので、現在、浄化槽につきましては

本体といいますか、外側はＦＲＰでつくられておりますので、ほ

ぼ５０年とかはもつというふうには考えておりますが、中のほう

の機械というか器具等につきましては、おおむね１５年程度とい

うことでメーカーのほうから確認しておりますので、１５年、２

０年が経過したものについては、適正な管理をしている家庭につ

いてはまた再設置ということで５２万９，０００円の補助が受け

られるということになりますので、公共下水道、農業集落排水下

水道、こちらのほうの管等の耐用年数的に考えれば、当初は５０

年でしたが、今は７０年を超えるという目安になっておりますの
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で、この期間中に合併浄化槽のほうも５２万９，０００円、おお

むね３回、４回ということで受けられるような制度設計になって

いるということをご理解いただきたいと思います。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 課長がご理解、ご理解と言っても、これは理解できないんです

よ、計算すればすぐ出るから。 

 それから、私も合併浄化槽を使っているけれども、ほとんど本

体には３０年、維持管理費しかかからない。浸透ますのほうが一

番金がかかっているはずです。皆さんが苦労しているはずなんで

すよ。その分の費用をどうして持てないのか。下水道もやる予定

もない。それで果たしておいらせ町全体の公平、平等を持てるの

か。その辺をもっと検討しなければ、私は北部の地域の方々は納

得しないと思いますよ。 

 それだけを申し上げてまずこれについては終わりますけれど

も、あと余分な話ですけれども、耳にしたのは、三沢と下水道を

つないだらという民間の方がいて、多分それで課長あたりが動い

た経過があるという話ですから、その話を若干、わかったらお話

しいただければと。予告はしておりませんので、よろしくお願い

します。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 ただいまのご質問にお答えいたします。 

 三沢市との一部事務組合という考えのもとで、こちらにつきま

しても平成２８年８月の全協のほうでの資料でお渡ししており

ますが、一応検討したもの等については、現在の計画どおりの公

共下水道で馬淵川流域下水道処理場に流した場合、それと今おっ

しゃったような形での三沢市との事務組合をつくりまして、そち

らに流して処理するというようなケース等、改めてそちらも検討

してまいりました。どちらのケースについてもおおむね９０億円

から１００億円を超えるような事業費がかかるというような概

算費になっておりましたので、中間報告で報告したように、現在

の部分については当面見送るしかないというような形でそちら



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４３－ 

のほうは説明しておりました。 

 ただし、今後の将来的な見込みを考えた上では、農集排処理場

についても現在、平成１２年から供用を開始しておりますので、

１８年以上が経過しておりますので、今後２０年なり３０年とい

うような形での長いスパンの中では、再度三沢市との事務組合な

り公共下水道、そちらの接続ということも耐用年数を考えた上で

の建てかえ時期には判断していくことになるかと思っておりま

す。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 それでは、もう一度確認しますけれども、三沢ではそれなりに

対応するという確認でよろしいですか。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 三沢市との協議段階につきましては、事務レベルでの協議にな

りましたので、接続した場合には建設負担金なりとか、そういっ

た部分の考え等もありますので、事務レベルでお話しした際に

は、現在、処理場の中でおいらせ町分が流入したとしても、そち

らのほうが処理できるのかということは確認しておりました。 

 その回答につきましては、処理施設の用地的には余裕があるよ

ということと、あと管渠等についてもある程度当町の部分を分割

して流した場合には対応できるものというふうに確認しており

ます。 

 以上になります。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 残念ながら、地域整備課長が３月３１日をもって退職するとい

うことでありますから、この件については副町長、特に頭に入れ

ておいていただきたいし、それからもう一つ、私は八戸の中枢圏

の広域連携に出ていると、総務省から来た方からは連携する事業

についてはそれなりの補助が出るということを聞いておりまし

た。上十三も、その連携の事業は表には出ないんですけれども、
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多分組織はありますので、その辺をやはり検討して、幾らでも持

ち出しがなく下水道を北部のほうにできるように、できることに

よってまた定住促進が図られるということになりますので、その

辺も頭に置いていただければということで、次の２に行きます。 

 ３つの重点項目と６つの政策の柱の中の１つ目の「人を守り、

人を育てる」の１つ目にある「全世代全対象型地域包括支援体制

の整備」の中に「支援が必要な人みんなをケアする『おいらせ版：

地域まるごとケア』推進体制を整備」と「総合相談窓口を設置し

包括相談員を配置する」とありますが、具体的にどのように整備

して、どのように進めて、成果を考えて、今後のまちづくりにど

のように生かすのか、ご答弁をお願いします。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 「全世代全対象型地域包括支援体制の整備」についてでありま

すが、平成２８年６月に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プ

ラン」において、子供、高齢者、障害者など、全ての人々が地域、

暮らし、生きがいをともにつくり、高め合うことができる「地域

共生社会」を実現することとされました。 

 これは、地域に存在するさまざまな課題に対し、住民が「支え

手側」と「受け手側」に分かれるのではなく、「我が事」として

課題を共有し、人と人が世代や分野を超えて「丸ごと」つながる

ことで、住民一人一人の暮らしと生きがい、地域をともにつくっ

ていく社会を目指すものであります。 

 私は、この考えに共感いたし、おいらせ町の特性に見合った地

域共生社会を「おいらせ版：地域まるごとケア」と位置づけ、実

現したいと考えているものであります。特に、希薄化してきてい

る地域のつながりを復活させることが重要であると考えており

ます。 

 しかし、それは一朝一夕に実現できるほど簡単なことではない

と認識しておりますので、まずは地域まるごとケア実現のための

足がかりとして、推進体制の整備を公約に掲げたものでありま

す。 

 その第１段階として、４月スタートの機構改革に伴い、町民課、
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環境保健課、介護福祉課の保健・福祉業務を本庁舎１階に集約、

配置することといたしました。 

 役場に相談に訪れる住民の中には、従来の制度や分野ごとの縦

割りでは解決困難な複雑な事情を抱え、相談内容が複数の課の業

務にまたがるような方もおられます。そのような相談者に対し、

保健と福祉を担う３課が同じフロアで対応し、横の連絡を強化す

ることで、住民サービスを向上させるものであります。 

 また、その次の段階として、「総合相談窓口を設置し包括相談

員の配置」を目指しておりますが、これも同様に、庁舎内に保健・

福祉のワンストップ窓口を設置し、そこに包括相談員を配置し

て、相談内容を「丸ごと」受けとめ、関係課や制度などへスムー

ズにつなぐことを目的としております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、町長が言われたことは、私はもうすばらしいことだなと思

って感心をしているし、なぜ今、ここにこういう話が出るよりも

っと前に、合併時にやればよかったのになと思っているんですけ

れども、それはそれとして、第２次おいらせ町総合計画の中の３

０ページにありますけれども、２の「安心して暮らせる高齢者の

福祉の充実」の中の中身を見ますと、介護認定率の現状、１４．

７％、これから２０２２年に向けては１６．０％ということで、

０．０８８％の増しか目標値に置いていないわけですね。それか

ら、次のものも数字を見ると、割合と２０２２年に向けて目標値

が低過ぎるような気がするんですけれども、担当課長、どうです

か。 

 

 西館議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 今、資料の持ち合わせがないものですから、ちゃんとした答弁

ができないんですけれども、一つの介護認定率につきましては、

１４．７％から１６％ということで、介護認定率が上がるという

ことは給付費が上がるということになります。介護福祉課としま
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しては、今は給付費が上がらないように給付費の適正化、それか

ら介護予防等に努めてまいりますので、目標値は低く設定してい

ると。 

 ただ、高齢者が増加していますので、多少は伸びていくという

ふうに思っております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今の部分ですけれども、では逆に１４．７％より下がらなけれ

ばならないような気がするけれども、高齢化社会になるからとい

うことだと思いますので、それはそれとして、全体的にこの福祉

の部分、これを全部見ると割合と目標値が私は低いような、私の

受け方でありますから、その辺のことで後期高齢もそうですし、

介護もそうなんですけれども、その辺、課長、どうですか。 

 

 西館議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 先ほどと同じような答弁になりますけれども、介護にしても医

療にしても、利用者がふえるということは給付費や医療費がふえ

るということですので、そういった面の数値については低目に設

定していますし、それを予防するための事業等の数値については

目標率を上げるような形でつくっておりますので、それでご了承

願いたいと思います。 

 以上です。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 言葉が足らないのかもわかりませんが、だから幾らでも医療費

がかからないように低く目標値を置いたらという私の意味です

よ。病院にかからないようにそれなりの事前予防の手段を、もっ

と数値を低くなるのか高くなるのかちょっと、数値は低くでしょ

う、今の場合は。そういう考え方に立って包括ケアもやっていた

だければということでございます。 

 そしてまた、先ほど町長が言ったワンフロアについてなんです
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けれども、県内でも私が見る限り、青森市、八戸市、三沢市、む

つ市、多分市は全部ほとんどワンフロア、特にこの前、青森に行

ったらもとのアウガの中の一角がきれいになっているし、東京の

ほうに行っても全部そういう形でも、ずっと前からそういう時代

に入っているし、町民の方が行けばサービスを受けやすく、いろ

いろ横のつながりがあって、まことにいいことだと思っておりま

すけれども、１つ聞きますけれども、各市町村のワンフロアに行

くと必ず案内人がついているんですよね。その辺はこれから４月

１日からどうするつもりなのか。 

 住民は役場に来ると、多分私らも初め、どこに行けばいいんだ

か戸惑う場面はたくさんあるわけですね。失礼ながら若い子にで

も案内してもらったり、失礼ながら延長した方でもいいですか

ら、そういう方を１人でも置けばそれなりに住民サービスにつな

がると思うんですけれども、その辺の考え方があったら教えてい

ただければと思います。 

 

 西館議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 今お話がありました案内人、総合窓口みたいな形かと思いま

す。大きな市のほうに関してみれば、必ず１人ないし２人が窓口

にいるということを私も認識しております。大変申しわけござい

ません。今回はそこまでの対応をしておりませんでしたので、そ

れでいて総合案内をつくるというのはもう当初から、はっきり言

って置くという考えを持っておりませんでした。今でも町民課の

ほうとかで総合案内をしておりますので、ある意味、問い合わせ

が来た方という方に関しては、そこの１階のフロアの担当職員が

どちらの課のほうにとご案内をするような対応をしていきたい

と思いますし、ワンフロアになったということは、逆にそういう

ふうなところをどの職員でも対応できるような形でやっていた

だければ、よりお客様へのサービスになるのではないかと考えて

おります。 

 以上になります。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 
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質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 失礼ながら、現状でもたまにお客さんが行っているのを私は見

ているけれども、積極的に「お客さん、何ですか」と案内する場

面は、私は人によりけりだけれども少ないような気がするので、

やはり今後ワンフロアにしたらその現状を見て、そういう人づく

りもしなければならないし、やはり置ければまたそれにこしたこ

とはないし、その辺も再度検討してもらいたいということで、次

に行きます。 

 （３）の３つの重点項目と６つの政策の柱の中の３つ目の「い

きいきと暮らす」の３つ目にある「生涯学習と文化・スポーツの

振興」の中に「郷土芸能や文化、スポーツ活動を推進」とありま

すが、具体的にどのような施策を持って進めるのか、ご答弁をお

願いします。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 「郷土芸能や文化、スポーツ活動を振興」については、第２次

総合計画に沿って施策を展開していくこととしております。 

 まず、郷土芸能については、「子ども教室」の開催などにより、

子供の郷土芸能活動を推進し、指導者や後継者の育成を支援し、

保存継承に努めてまいります。 

 次に、文化でありますが、文化芸術活動を行う団体の活動支援

や生涯学習フェスティバルを初めとしたイベントを通じて、郷土

愛を深めるための文化活動の充実に努めてまいります。 

 最後に、スポーツ活動の振興についてでありますが、町スポー

ツ推進計画に基づき施策を推進するほか、健活ポイント事業と連

携した健康づくりのためのスポーツ・レクリエーション活動の促

進やニュースポーツの普及を図りながら、誰もが楽しめるスポー

ツ活動を推進してまいります。 

 以上です。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 これも基本計画の中をちょっと分析してみたんですけれども、

特に郷土芸能については、この現状と課題の中に「木ノ下神楽」



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４９－ 

という活字が一切入っていないんですよね。これはどういうこと

なのか。百石えんぶりや本村の鶏舞、日ケ久保の虎舞は入ってい

ますけれども、木ノ下の神楽はまだ公認されていないのか、ちょ

っとわかりませんけれども、その辺の考え方がどこにあるのか教

えていただければと思います。 

 そしてまた、目標値、これも阿光坊の入館のことでありますけ

れども、目標値がやっぱり低過ぎるんじゃないですか。その辺を

どう考えているか、教育長からもご答弁をいただければと。 

 

 西館議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課長

（田中貴重君） 

 澤上議員の質問にお答えいたします。 

 木ノ下神楽が郷土芸能に入っていないのではないかというふ

うなことでございますけれども、町には８つの郷土芸能の団体が

ございます。その中で町の指定等を受けた、国の指定等を受けた

ものを今回の第２次総合計画の中に入れておりますが、木ノ下の

郷土芸能につきましても、今議員がおっしゃるとおり、復活にご

尽力された、また、支援されたというふうなことで大変敬意を表

するところでありますけれども、ここの部分につきましては８つ

ある中の重立ったものというふうなことでご理解いただければ

なというふうに思っております。 

 次に、総合計画の中の施策の成果指標だと思うんですが、古墳

館の数値が低いのではないかというふうなことでございますけ

れども、今、昨日で２年になりました。今後、推移を見ながら阿

光坊古墳館の活用等を含めて、また、次の第２次の後期の段階で

考えてまいりたい、見直してまいりたいというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

 

 西館議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 先ほど来、総合計画の目標値のことでご質問等が出ていました

ので、全般的な考え方で私のほうから答弁いたします。 

 今回のお示ししている目標値は、前期基本計画ということで、

要は来年度からの５カ年での目標値ということになります。目標
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設定の考え方も、現実的に実現可能なものを想定してきちんと目

標設定しています。そのあたりもご理解くださるようお願いいた

します。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 郷土芸能だけでも７つある、では何で３つだけを活字にして、

あとのものはしないのか。代表を１つやって、あと６つを抜かせ

ば納得するけれども、私の言い方がいいのか悪いのか、それはわ

かりませんけれども。 

 それから、郷土芸能、これからあるけれども、継承等について

どういう形であなた方は支援してバックアップするのか、その辺

をもう少し具体的にと。 

 それから、今、財政課長が言ったけれども、数値はできるのは

確かだけれども、目標はやはりある程度届かない部分に置くのが

目標だと思うんですけれども、その辺、どうですか。 

 

 西館議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課長

（田中貴重君） 

 まず、１点目の質問であります。今回の総合計画につきまして

は、先ほどもお話ししたとおり、町指定、国指定のものを主に総

合計画に組み込んでいるというふうなことでございまして、決し

てほかの団体の郷土芸能をというふうなことではございません。

さっき７つと言いましたけれども、うちの認識では８つあるとい

うふうに認識しております。その中で木ノ下郷土芸能も、木ノ下

の神楽の継承委員会も町として民俗芸能の一つだというふうに

当然認識しております。 

 次に、どういう形でバックアップしていくかというふうなこと

でございますけれども、町長の答弁にもありましたとおり、やっ

ぱり郷土芸能というふうな部分につきましては、地域で盛り上が

って地域の文化を町民とともに進めていくというふうなことが

重要であるというふうに思っております。よって、子供、それを

支援する大人、そういうふうな人の育成を図っていくのが郷土芸

能の振興だというふうに思っておりますので、ご理解願います。 

 以上です。 
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 西館議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 数値目標の設定の考え方でございます。確かに澤上議員がおっ

しゃるように目標は高くという考え方も一理あろうかと思いま

す。 

 ただし、昨今、計画につきましては、地方創生の計画でもＫＰ

Ｉということで数値目標をきちんと置くようになっております。

計画の進行管理では、その数値がどのぐらい達成できたか、きち

んと進捗率、達成率も把握していくことになることになります。

よって、決して甘く設定するわけではなくて、過去の状況であっ

たり今後の伸び率等を勘案しながら、現実に合った目標を設定し

ていることをご理解ください。 

 以上です。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 でも、多分、資料を見ればわかるんですけれども、このスポー

ツ関係でも施設利用９万１，１８３人に対して１０万人、０．０

９ですよ。可能だと思うんですけれども、余りにも低過ぎると思

うんです。それから、スポーツ教室でもそうです。５６１人に対

して６００人、０．０７ですよ。消費税より低いんですよ。やは

りその辺の考え方も少し高く持って、機械的にソフトがあってや

っているのかちょっとわかりませんけれども、やはりこの我が町

のスポーツなり、最後は健康にもつながるし、いろいろな面でや

はりその辺を考えてやっていただければと思います。 

 ４つ目の３つの重点項目と６つの政策の柱の中で、２つ目の

「働く場と賑わいをつくる」の１つ目にある「農水産物のブラン

ド化、６次産業化を推進」の現状と今後の見通しについてご答弁

をお願いします。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 まず、当町における農水産物としては、産地指定を受けている
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大根、ニンジン、キャベツ等の露地野菜と定置網によるサケ、冬

場のホッキガイが中心になっております。 

 これら農水産物のブランド化の現状ですが、町単体ではなく、

産地力を強化する取り組みを行っており、野菜については、十和

田おいらせ農協におけるミネラル野菜「トムベジ」として、安全

でおいしい良品質の産地指定野菜等を提供しており、市場におけ

る評価も高く、ブランド野菜となっております。 

 水産物では、おいらせ、三沢、八戸海域の漁協が協議会を設置

し、価格安定と資源確保に努めながら、ホッキガイを北浜ブラン

ドとしてブランド化することを目指しております。 

 次に、６次産業化の現状ですが、ご承知のとおり、町内の法人

事業者を中心に新商品の開発、販売を行っており、個人では産直

施設等を活用した販売活動が行われている状況であります。加工

品の中にはニンジン、ニンニク、ゴボウ、エゴマなどの農産物を

使った商品が「おいらせブランド」として認定され、地域の魅力

を全国へ発信しております。 

 今後の見通しでありますが、６次産業化や担い手育成等の取り

組みも展開していけるよう、関係機関と連携しながら、補助事業

の活用や必要な支援等の相談窓口として適時的確に情報提供で

きるよう努めていきたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 ブランド化でありますけれども、特に我々、町民の方々がわか

って、自分たちが自分たちのブランドを誇れるような空気に多分

俺はまだなっていないと思うし、その辺の運び方ですね、進め方

といいますか、その辺をびっちりやっていただきたいし、この前

たまたま六戸で桃川さんと提携してプレミアムシャモロックを

食べる会というものがあって、私も有料でしたから行ってきまし

たけれども、そういう形で、せっかくここにも、ここにそれこそ

桃川さんがあるんですよ。そして、ホッキガイでもあるので、そ

ういうものを食べる会とかをして、コラボしながら、やはり地元

のおいらせの方がホッキを誇れるようでなければ、やはりこれも

ブランドにならないと思うんですよね。 
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 だから、その辺を今後とも検討していただきたいし、特産品の

ブランド化の協議会の資料を見ると、特産品等のお披露目会もや

っていますけれども、３０名の方でやっているから、これを町民

全体から集めてきてもらって有料でもいいし、その辺を全体的に

町の中に先に広めて町外に発信するような考え方をしないと、い

つになってもブランドにならないような気がするんですよ。私も

仕事柄そういう形でしてきていますので、その辺もやはり今後と

も検討していただきたいし、６次産業化については前の質問のと

きも言ったけれども、やっている方々を集めて交流なり意見発表

会をして、結構な方々が町内で独自で６次産業をやっている人が

いますから、その方々と一般の方を集めたりすることによってい

ろいろな発想が出てくると思うので、その中でまたブランドも出

ると思うので、その辺をいつになってもやらないなと思っている

んですけれども、多分俺はもう４年前に話をしていますから、そ

の辺を今後とも検討していただきたいなと思います。 

 次に行きます。２の町の観光資源と観光協会の組織のあり方と

いうことで、１、今現在の観光資源と今後の観光資源の振興をど

う考え、どう進めるのか。また、その中で、現観光協会の組織を

含めた事務局のあり方を町として将来に向けてどのように考え

ているのか、伺います。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 町の観光資源は、史跡、名所、施設、祭り、イベント行事のほ

か、誇れる人材や町民の活動、そして食も含めた農林水産、商工

業の産物など、あらゆるものが町の地域資源であり、観光資源で

あると考えております。 

 町の観光振興としては、これまでは、来てもらう、見てもらう、

体験してもらう、食べてもらう、交流してもらうなどが主流で、

産業としてのなりわいなどを意識したものではありませんでし

た。また、観光振興は町行政だけではなく、旧来から産業、福祉、

教育の関係団体や町民有志等を構成員とした観光協会などの組

織化を推進し、これを町が支援、育成指導するという観点で、観

光協会発足以来５０年以上にわたり事務局を行政が担い、その運
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営費の大半を補助金として支出してきました。 

 一方、国では、観光立国の実現に向けた魅力ある観光の振興を

図ろうと、平成２７年から日本版ＤＭＯを推進し、地域の「稼ぐ

力」を引き出すとともに、「観光地経営」の視点に立った観光地

域づくりの組織化等を進めています。 

 町の今後の観光振興にあっては、町単独では人的にも経済的に

も限界があることから、これまでも多くの行政課題などに連携し

て取り組んできた八戸圏域、上十三地域などの広域的連携を推進

し、取り組んでまいりたいと考えております。 

 来月の新年度からスタートする「ＶＩＳＩＴはちのへ」は、地

域連携型のＤＭＯとして八戸圏域の市町村が連携し「稼ぐ観光」

を目標に組織された団体であり、当町も設立当初から参画してい

るところであります。 

 町としても、従来型の観光振興から脱却し、産業として「稼げ

る観光」を目指そうとする中で、観光協会もこれまでのボランテ

ィア的な発想ではなく、「産業としての観光」を意識した組織へ

の転換を図っていかなければならないと考えます。また、事務局

については、「産業や商工業に精通した団体が担い、町はその活

動を支援していく」というあり方が理想であると考えておりま

す。 

 以上です。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、町長が言うとおり、もっとも、そのとおりでありますから、

これをいかにして現実にのせるのかというのが多分大事だと、そ

の過程がですね。 

 今、残念ながらここの観光協会は役場におんぶにだっこでやっ

ている。果たしてそれがいいのかということで、３年前ですか、

ある方が総会の場で話をしたけれども、一向に現実的に進んでい

ないような気がいたしますし、今町長が言ったとおり、今この八

戸中枢圏の中でもいろいろな活動が出ているし、上十三も出てい

る、やはりそれに我が町が乗りおくれてはならないし、それから

今、青森県のインバウンド、２５万人が２９万人になったという

ことですから、そのおこぼれも拾うことも大事だし、そういう観
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点の中で具体的に、担当課長、どう進めるのか。役場の事務局が

進められるのか、特に観光協会の組織が今あって会長さん等がい

るんですから、会長さん方の考え方がそういう考え方にならない

と、いつになってもおんぶにだっこでいくと私は思うんですけれ

ども、その辺の考え方を担当課長はどう考えているか。 

 それから、１つ聞くけれども、役場の観光の担当の方がやって

いる。課長は２割かもっているのか、主担の人は３割かもってい

るのか、概算で人件費を多分、俺は２，０００万円ぐらいかかっ

ているような気がするんですけれども、その辺の答弁をもうちょ

っとお願いします。 

 

 西館議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 澤上 勝議員の再質問にお答えします。 

 まず、観光協会のほうでの考えということで、まずインバウン

ドの関係ですけれども、確かに２０万人を超えるインバウンド、

来ておりますが、八戸圏域自体は現在少なくて、取り組みとして

先ほど町長が申しましたとおり、「ＶＩＳＩＴはちのへ」等で広

域的にインバウンドについては取り組んでいきたいと。 

 また、観光協会のほうでも危機感を持っていないわけではない

と。以前は観光協会も自立化をしたいということで、昨年度まで

２年間法人化の検討等をしてきましたけれども、現在の状況では

すぐには移行できないという結論で議論は昨年度で終わってお

りますが、考えていないわけではないということで聞いておりま

すので、ご理解というかご報告になりますが、その辺でお願いい

たしたいと思います。 

 以上です。 

 済みません。人件費の部分についてですが、現在、商工観光課、

臨時を入れて９名おりますが、そのうち観光協会に携わっている

者、課長補佐２人体制ですので、１人を含めまして５名の体制で

観光事業に取り組んで、その９割ぐらいが観光協会事業の事務局

的な仕事になっているという部分です。人件費そのものはちょっ

と資料を持ち合わせておりませんので、その人数、平均という形

でご理解いただければと思います。 

 以上です。 
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 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 組織化を検討して、どういう過程で進んでいないのか、ちょっ

と詳しく再度説明をお願いするし、私は今、五戸町にもいたから、

五戸町は商工会館の２階を借りて別の職員が２人でやって、給料

で１，０００万円ぐらいかな、任意団体でやっている。それから、

今、七戸はＮＰＯをつくって２人ぐらいでこれもやっているし、

それから三戸も社団法人化してやって、指定管理等もやりながら

やっているという現状でありますから、その辺も検討してぜひと

も動きやすい形、それから広くＰＲできる形、それから民間の活

力のある方々からやはり動いてもらわないと、これからの時代の

中で我が観光協会が立ちおくれていくような懸念を持ちますの

で、その辺、再度、担当課長、お願いします。 

 

 西館議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 お答えします。 

 どういったことで進んでいないかという部分については、一

旦、一区切りつけたという形になっておりまして、平成２８年度、

平成２９年度、２年間で法人化を観光協会のほうでも計七、八回

議論して、あと先進地視察等にも行って議論しましたが、やはり

財源、安定収入を得るという部分と現状の観光事業の推進の中で

稼ぐ収入源を持つような事業に新規で取り組めないといったこ

とが問題で、時期尚早という形で一旦議論を閉じていると伺って

おります。 

 あと、指定管理の検討については、当町のほうでもこれから随

時、公共施設の指定管理事業を検討していく中でうちのほうも観

光協会が担えるような観光施設等があるかと考えておりますの

で、その辺のところで収入源の中に入れるなり、活動のほうの民

活を意識した指定管理受け皿となり得るような団体の一つとし

て検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 
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質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 検討しているということでございますから、最後、しつこいよ

うですけれども、職員体制が９名といったら単純に計算して２，

７００万円ぐらいになるんですよ。それを半分ぐらいで抑えたほ

うがまた町としてもいいのかなと思うので、そういう観点もあり

ますので、ぜひとも現実化をということで指導をしていただけれ

ばと思います。 

 ３つ目の職員の資質向上についてということであります。まず

１つ、町長として職員のあるべき姿をどのように考えて、どのよ

うに実現されているのか、ご答弁をお願いします。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 私の描く町職員像は、先日の所信表明にて述べましたように、

資質としては、１つ目に「変化に対応する柔軟な思考と機敏な行

動」、２つ目として「前例踏襲からの脱却をいとわない気概」、３

つ目として「おいらせ町への郷土愛」が重要だと考えています。

そして、町民からの信頼を得るため、常日ごろから住民の規範と

なる行動が伴わなければならないと考えております。 

 実現に向けては、私の描く職員のあり方や行動について、機会

あるたびに職員への訓示として述べることにより浸透を図るほ

か、組織横断的な役場内部の会議であります職員行動指針推進本

部などにも対処を指示するなど、さまざまな方法を用いて実現を

図っているところであります。 

 私としては、行政サービスを支えているのは職員であるとの認

識に立ち、引き続き町職員の資質向上に努めてまいる考えを持っ

ております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、町長が言ったとおりかと思いますけれども、私が考えてい

るのは、給料も事業費だという考え方をして、職員の方々も自分

が働いているそのものが町民に対しての事業なんですから、その
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辺は怠らないような姿勢で働いていただきたいなと思います。 

 次は、２の人事評価を実施し、どのように職員の資質向上につ

ながっているのか。また、給料等にどう反映されて、職員のやる

気を起こさせているのか、ご答弁をお願いします。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 当町の人事評価制度は、町職員人材育成基本方針の枠組みの中

での取り組みと位置づけていますように、その目的は職員の資質

向上にあります。 

 運用としましては、年度初めに政策公約や総合計画といったビ

ジョンにかなう各課の組織目標を定め、各職員の業績目標にまで

落とし込むことにより、組織全体として一体感のある業務遂行を

図っています。 

 また、職員を「課長級」、「課長補佐級」、「課員」の３階層に区

分し、その階層に見合う標準職務遂行能力をそれぞれ設定してお

り、各職員の行動がそれを満たすものかという観点で能力を評価

しています。 

 評価に当たっては、上司と面談を行うこととしており、その際

に模範的行動は適切に評価し、改善すべき点は指導を行っている

ところです。 

 次に、給与への反映については、現在、業績目標の達成状況を

勤勉手当に反映させる運用を行っております。 

 以上であります。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 最後の給料への反映ですけれども、期末勤勉手当ですか、現実

論、ふえたり減ったりしている人がいるという確認でよろしいで

すか。 

 

 西館議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長  平成２９年度の評価で平成３０年度に勤勉手当が上がった職
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（泉山裕一君） 員が１名おります。（「上がった、下がった」の声あり）優秀な職

員になりますと勤勉手当の月分が上がります。ふだんの職員です

と１００分の８５です。それが、勤勉が優秀な職員ということに

なりますと、１００分の９３以上から１００分の１０３．５未満

の間の中で調整になるんですけれども、１００分の９３というこ

とで基本的には０．１６月分上がった職員が１名おります。 

 下がった人はおりません。 

 以上になります。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 １５０人の中で１人が上がったということですね、簡単に言え

ば。下がった人はいないという解釈ですよね。では、あと皆、普

通にもらうということは優秀だということですね。そういう理解

でよろしいですよね。 

 

 西館議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 平凡ということでなくて、標準的にきっちり仕事をやっている

職員ということで理解していただきたいと思います。 

 

 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 だから、１名以外の方は標準で働いているという解釈ですよ

ね。 

 

 西館議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 先ほども答弁したとおりに、標準というのは、あくまでも公務

員として職員としてきっちり行っているということになります。

その１名の方というのは、やっぱりそれよりもかなりハイレベル

な業務をこなしていて、それを的確にこなしていったという部分

が評価をされておりますので、そのようにご理解をお願いいたし

ます。 
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 西館議長  ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 ハイレベルな職員が１割なり２割になるように、やはり町長、

副町長等が喚起させていただければと思います。 

 最後、管理職についてはもう事前に資料をもらったので省略さ

せていただいて、最後に１つ、まだ２分ありますから、今回、残

念ながら３月３１日で定年になる課長が４名おりますので、おい

らせに対する、町に対する、役場に対する思いを一言ずつ言って

いただければなと。お願いでございます。これは予告がないから

どうかな……。 

 

 西館議長  いや、これは通告外です。通告外でちょっと無理強いはできな

いけれども。その機会はあるはずですので、今この機会ではちょ

っと遠慮してください。 

 ３席１番議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 これで、あと１分足らずでありますから、私の質問は終わらせ

ていただきます。真摯なる回答、そしてまた、きょうのお話しし

たことが現実的になるようによろしくお願いして、終わらせてい

ただきます。どうもありがとうございました。 

 

 西館議長  これで１番、澤上 勝議員の一般質問を終わります。 

 ここで、２時３５分まで休憩します。 

  （休憩 午後 ２時１９分） 

 西館議長  それでは、休憩を解き会議を再開いたします。 

  （再開 午後 ２時３５分） 

 西館議長  引き続き一般質問を継続するわけでありますが、ここで議員各

位、職員の皆さん、そして傍聴席の皆様にお知らせとお願いがご

ざいます。 

 先ほど防災無線で放送がありましたように、３．１１東日本大

震災の犠牲になられた方々のために黙禱をささげたいと思いま

すので、２時４５分に一旦、休憩を宣しますので、局長の指示に

従って黙禱のほうに入ってくださるようお願いいたします。 

 ４席７番、 山 忠議員には、ちょこっとやりにくい部分もあ

るかと思いますが、どうかご了解をお願いいたします。 
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 それでは、一般質問を継続します。４席７番、 山 忠議員の

質問を許します。４席７番、 山 忠議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 議長のお許しを得て、通告書に従い一般質問を行います。 

 一問一答方式でお願いいたします。 

 えんぶりも終わり、日増しに春めいてきました。ことしは大雪

こそありませんでしたが、歩道除雪に４回出動し、降雪の多い年

でもありました。それでも、例年、彼岸までには一、二回の大雪

があります。農家の皆さんは既に農作業へのスタンバイをしてい

ることと思いますから、大雪のないことを願うものであります。 

 さて、きょうは、くしくも２０１１年３月１１日１４時４６分

発生の東日本大震災から８年目の日であります。忘れてならない

日であり、犠牲者の皆さんのご冥福と被災地の早い復興を願うも

のであります。 

 そして、平成も４月で終わり、５月からは新元号となるわけで

すが、その平成最後の議会での一般質問を行うことができ、町の

発展と町民の安全・安心、幸せを願う質問ができることに感謝を

申し上げたいと思うものであります。 

 それでは、早速質問いたしますので、真摯なるご答弁、よろし

くお願いいたします。 

 質問事項１の町営住宅地活用についてであります。 

 質問の要旨ですが、町長の政策であります給食費無料化、医療

費無料化と定住促進の条件がそろいましたが、さらに促進を図る

ために次のことを問うものであります。 

 （１）として、旧下田町・旧百石町時代に建築された古い町営

住宅の経過年数と保有数は何棟でしょうか。また、その物件の将

来像をどのように考えていますか。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ４席７番、 山 忠議員のご質問にお答えします。 

 現在町で管理している町営住宅の数は１０団地、３００戸とな

っております。 

 昭和４０年代から５０年代に建築された住宅は、旧下田地区で

は５団地、２６棟、管理戸数１１５戸、旧百石地区では２団地、
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６棟、管理戸数３０戸となっております。 

 中でも、昭和４１年に建築された向山団地は５３年が経過し、

また、昭和５５年に建築された奥入瀬西団地の一部は３９年が経

過しております。 

 平成２４年３月に策定した町営住宅長寿命化計画では、耐用年

数が経過した向山団地については用途廃止とし、三田・いちょ

う・くるみ団地については建てかえを行い、その他の団地につい

ては必要に応じて修繕等を行いながら維持管理に努めていく計

画としております。 

 なお、建てかえについては、町全体の財政状況を踏まえて時期

を判断することになります。 

 以上であります。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。大分年数がたっているようであります。 

 そこで、再質問ですが、全居室数は何室で、現在の入居室数と

入居者の平均年齢と家賃の平均は幾らですか。教えていただけま

すか。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 ご質問にお答えいたします。 

 先ほど町長が答弁したように、町営住宅の現在の管理戸数は３

００戸ありますが、２月末現在でそのうち老朽化等により政策空

き家としている戸数が４６戸あるため、入居可能な戸数は２５４

戸となっております。そのうち入居戸数は２５１戸です。 

 低所得者向けに建設した一般住宅の入居者の平均年齢は６２．

３歳、家賃は団地ごと所得により違いがありますが、平均という

のはちょっと出せませんので、４，０００円程度から２万５，０

００円程度となっているということでご理解いただきたいと考

えております。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 
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質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。大分低い金額から２万５，０００円ぐらいとい

うことなので、それは所得によって違うということなので、よく

わかりました。 

 そこで、再質問になりますが、将来像については大体のそれは

わかりましたが、現在の入居している居室の入り口ドアと建具の

傷み、郵便受けのふぐあい、呼び鈴の未設置、入り口ドアまでの

アプローチの傷みが目立ちますが、その対策をどのように考えて

いますか。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 現在、住宅にふぐあい等がある場合は、その都度、住民という

か借りている方から連絡をいただいて修繕等により対応してお

りますので、そのような事例がありましたら当課までご相談くだ

さるようお願いいたします。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 言えば直してくれるというふうなことですから、そこらの話を

よくしておいてもらいたいなと思います。安い金額だとなかなか

言えない面があるようでありますから、できるだけ要望を聞いて

修理をしてあげるようにしていただきたいと思うものでありま

す。 

 それでは、次の質問の（２）ですが、古い町営住宅を整理し、

その敷地を分譲して、定住促進用として活用する考えはありませ

んか。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 町営住宅長寿命化計画では、向山団地は用途廃止、いちょう・

くるみ団地は統廃合を進めた上での建てかえを計画しておりま

す。 

 今後、計画を進めていく過程で廃止、統廃合により整理される

町有地は、処分または活用を検討していくことになります。 
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 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。 

 再質問ですが、六戸町のマツガオカ団地、それから南部町の定

額分譲の方法は決していい方法とは私も思わないんですけれど

も、それらを参考にする考えはありませんか。 

 

 西館議長  山議員、大変申しわけないけれども、ここで暫時、黙禱のた

め休憩いたします。 

  （休憩 午後 ２時４５分） 

 西館議長  それでは、休憩を解き、引き続き会議を開きます。 

  （再開 午後 ２時４７分） 

 西館議長  ４席７番議員の質問に答えてください。 

 企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。定住促進、定住対策の担当課としてお答え

いたします。 

 先ほど 山議員のほうから六戸のマツガオカ団地というふう

にお話がありましたが、それは多分、小松ヶ丘ニュータウン、小

松ヶ丘団地のことでよろしいでしょうか。（「はい」の声あり） 

 それでは、お答えいたします。 

 先ほど町長も答弁いたしましたが、個別の具体的検討はこれか

らになりますので、断定的なことは言えませんが、定住人口確保

の観点からも宅地分譲は大変有効であると考えております。しか

しながら、行政よりも民間事業者のそのノウハウで実施したほう

が多くの利点が多いと考えております。 

 よって、町営住宅の跡地利用につきましても、民間事業者に売

却した上で宅地分譲することが望ましいと考えております。 

 以上であります。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番  分譲するときには、特に小松ヶ丘団地については定住促進の成
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（ 山 忠君） 果を残していますので、よく参考になさったほうがよろしいので

はないかなと、そういうふうに考えるものであります。 

 さて、次の質問、（３）ですが、古い町営住宅に居住する方々

は低所得者が多いと考えますが、低所得者が入居できるような住

宅を建設する考えはありませんか。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 町で管理している町営住宅３００戸の中で、低所得者向けに建

築した住宅は２８６戸となっております。 

 町営住宅の家賃の算定の際には、入居者の所得のほかに建築さ

れた住宅の費用を考慮することになるため、建てかえにより新し

い住宅に入居する場合には、同じ所得であれば古い住宅より入居

者の負担がふえることになります。 

 町営住宅全体の整備に関する方針は町営住宅長寿命化計画に

基づき進めていくことになりますので、既存の町営住宅以外に新

しい住宅を建築するのは難しいことをご理解くださるようお願

いいたします。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 低額の住宅であるという、そして安くて悪かろうではちょっと

入っている人にかわいそうというふうな、それもあるだろうと思

うので、揺りかごから墓場までというふうなことの話もあります

ので、できたら低額者は高齢者が多いんじゃないかなと思うの

で、そういう方々にもいい環境の中で一生を終われるようなそれ

をしていただきたいものと、そういうふうに考えるものでありま

す。 

 それでは、再質問になりますが、若者の定住促進を図り、華や

かでにぎわいのあるまちづくりをするために、若者専用の低料金

住宅を建設する考えはありませんか。 

 

 西館議長  地域整備課長。 
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答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 先ほど町長が答弁した内容にもありますように、現在、長寿命

化計画に基づいて既存の町営住宅の建てかえが進んでいないと

いう状況の中では、新たな住宅の建設はできない状況下であると

いうことをご理解いただきたいと考えております。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 整理してそれを建てかえるときにはいろいろ検討していただ

きたいものと思いますので、それを頭の中にいれておいていただ

ければと思います。 

 それでは、次の質問事項の２ですが、ＴＰＰ、ＥＰＡ対応につ

いてであります。 

 質問の要旨として、昨年末に発効されました環太平洋連携協定

（ＴＰＰ）、そしてことし２月に発効された日本と欧州連合（Ｅ

Ｕ）と締結した経済連携協定（ＥＰＡ）、それに対する町の考え

を問うものであります。 

 （１）として、報道には農業に打撃とあるが、その打撃を受け

ると予想される農作物と、それに対する対策をどのように考えて

いますか。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 ＴＰＰを初め、ＥＰＡといった経済連携協定によって輸出先国

の関税が撤廃され、日本の農林水産物などの輸出拡大が図られる

一方で、安い外国産の農作物や付加価値の高い農作物が日本に大

量に輸入される可能性があり、今後、農業に及ぼす影響が懸念さ

れるところであります。 

 国の試算によりますと、特に影響が想定される農産物として

は、ＴＰＰで１９品目、ＥＰＡで１８品目あり、そのうち生産減

少額が大きな品目は、ＴＰＰとＥＰＡともに砂糖、牛肉、豚肉、

牛乳乳製品となっており、ＴＰＰでは小麦の影響も大きいという

試算結果となっております。 

 当町の主力農産物である野菜や米については影響が少ないと
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いう試算になっておりますが、海外の安価な農産物の輸入が拡大

していくのか、動向を注視していくとともに、生産性の向上や有

機農業、減農薬栽培等の推進を一層強化することで、消費者が求

める安全・安心で高品質な農作物の生産に取り組んでいけるよ

う、国、県や農業関係団体等と情報共有を図りながら、連携した

取り組みを進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 再質問になりますけれども、考えられることは、加工米と安い

米が輸入されることは米価全体に影響すると考えられませんか。 

 ところで、３月３日の新聞報道でタイがＴＰＰに参加するとい

うふうなことになりましたけれども、これは米農家にとっては大

変影響を受ける、それではないかなと、そういうふうに思います

が、把握していましたでしょうか。 

 

 西館議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（西舘道幸君） 

 それでは、お答えいたします。 

 現行の国家貿易制度や枠外税率等を維持することから、国家貿

易外の輸入増大は見込みがたいことに加え、国別枠の輸入量に相

当する国産米を政府が備蓄米として買い入れることから、国産主

食用米のこれまでの生産量や農業所得には影響がないものと見

込まれますが、生産調整が廃止となり、需要と供給に応じた生産

体制となっていることから、国内での需給バランスが崩れると米

価に大きく影響すると考えますので、各県の生産調整情報を遵守

するとともに注視する必要があると考えます。 

 ２点目の３月３日付の東奥日報の記事の件でございますが、議

員がおっしゃるとおり、私もその記事を読みました。記事の内容

によりますと、タイが世界有数の米輸出国であることから、参加

をめぐっては日本国内で議論を呼ぶ可能性がある旨の内容であ

りました。つまり、タイ米の輸入増加を懸念する内容の記事と受

けとめております。 

 確かに日本の米の消費量が減少しているところに海外の安価
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な米が大量に輸入されることにより、市場への流通量が増加して

米価に影響する可能性は懸念されるところでありますが、もしそ

うなった場合、先ほど述べましたように、国の備蓄米の新たな施

策が示されると思いますし、日本人は主食、外食、昼食等、用途

に限らず日本のお米はおいしいという認識があると思います。タ

イ米につきましては、アジアからの外国人の就労とか、旅行客の

食材として今後需要が見込める可能性はあるかと思いますけれ

ども、日本の米の生産者に影響がないよう、うまく双方のすみ分

けができるよう、国の動向を今後注視していきたいと思います。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。研究だけはしっかりやって、対応できるような

体制はつくっておいていただきたいと思うものであります。 

 それでは、もう一度再質問いたしますが、おいらせ町の国内及

び海外に対する攻めの農業をどのように考えていますか。 

 

 西館議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（西舘道幸君） 

 お答えいたします。 

 ご承知のとおり、青森県では攻めの農林水産業を展開しており

ます。それは、県内の地域資源であります三方の海や平たんな農

地、豊かな森林資源を最大限に生かすための戦略と理解しており

ます。 

 当町においても、平たんで豊かな農地が町土の多くを占めてお

りますので、水田を活用した野菜等の露地栽培が農業の中心とな

っていることはご承知のとおりであります。これら野菜市場にお

きましては、一定の収量を確保することが必要となってきており

まして、確実に市場に提供できる体制づくりが重要となっており

ます。 

 そのためには、当町の農業が持続可能であることを市場に示し

ていくことが必要であり、また、良品質な安全・安心な農作物を

提供できる産地として、若い人材が生産に携わっていることが市

場への信頼と信用と勢いを伝える意味で大切だと考えておりま
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す。 

 以上のことから、今後攻めの農業を継続していくためには、担

い手の確保と育成が最も重要になってくると考えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかったような気もしますけれども、私はもしかしたら具体的

な話が出てくるのかなというふうにも考えましたけれども、私で

あれば、例えばブランド化ということで「ハクチョウの里おいら

せ」というふうな地域登録商標として、首都圏に安全・安心、そ

しておいしい米を届けることで、米価の安定と観光客の誘致が考

えられるが、そのようなことを検討する考えがありませんか。 

 特に町長に聞きたいと思いますが、町長、いかがですか。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 私も米をつくっている農業者の一人としては、米に大変関心は

持っておりますけれども、先日も何ですか、ニュースの中で日本

中がうまい米にシフトしてしまって、その中米というんですか、

標準米、青森県の「まっしぐら」みたいな米が外食産業では不足

ぎみだということで、いよいよ青森県の「まっしぐら」に何です

か、我々がつくっている米がそれだけ全国から注目される時期が

来たのかなという関心を持って見ておりました。 

 そしてまた、別に自分が米をつくっている上で自信を持って言

いたいことは、おいらせ町であっても、そんなにそんなに全国の

何というんですか、高級な銘柄米に味では見劣りしない米もある

んではないのかなという気がしております。しかしながら、やは

り何というんですか、売り込みが下手だというか、あるいは数量

が確保されないために、幾らおいらせの米が欲しくても、外食産

業あるいは米卸業者に必要な分を供給できないということで、や

はりおいらせは米をメーンとして売り込むには少し難があるの

かなという気がしておりますけれども、そうであれば、町だけで

はなく十和田市さんとかという青森県でも特別な米供給の市が

ありまして、それをメーンとした十和田おいらせ農協という農協
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もありますので、そういう方々と少しこれからは、 山議員が心

配されるような米はどうなるんだという部分では農協を経由し

て、あるいは農協の役員の方々も議員として存在しているわけで

すから、そういう方々とも相談しながら、お願いしながら進めて

いく部分があるのかなという気がしております。 

 何せ供給量が少ないもので、幾らいい米をつくっても、おいら

せ町ブランドというわけにはなかなか、特別な人でないとその何

ですか、「ハクチョウおいらせ米」ですか、そういうものを買っ

てもらえないのではないのかなという気がしておりますので、や

はり千俵単位、万俵単位という供給量を持っていればそれは可能

かもしれません。やはり町あるいは農協が力を入れるためには、

少し供給量が不足している部分もあるのかなという気がしてお

ります。 

 しかしながら、先ほども言いました味では悲観するべきでない

ような米もとれますので、そういうところはやはり農家の方々も

自信を持って進めていかなければならない部分かなと思ってお

りますし、また、やはり外国、タイですか、あちらの米はやっぱ

り品種も違うし、加工用に向くとは聞いておりますけれども、そ

の加工も日本人が余り好まない、そう言えばだめかな、若い人た

ちは逆に年をとった方々と違ってチャーハンとかそういう加工

したものを好む人たちもいるし、そういう部分で世代が変われば

また需要も違ってくる部分もあるのかなという気がしておりま

すけれども、今の部分ではまだまだおいらせの米だけでは知名度

は上げられないのではないのかなと考えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 ちょっと長かったですね。私はやっぱりブランド化を図るとい

う意味で、もうおいらせ町はこの名前で、米ばかりではなくて野

菜、大根、ニンジン、ゴボウ、長芋等、野菜も含めてそういうふ

うな名前をつけてやることによって、逆に言ったら首都圏の人た

ちが関心を持ってくれて定住促進にもつながる、またはぐぐっと

ふるさと納税にもつながるかもしれません。広くやること、広く

やっていくとみんながだめだったらだめでも、これはもともとだ
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みたいな話じゃなくて、おいらせ町を生かすんだということを真

剣に考えていただきたいと思うんですよ。そのためにはやっぱり

ブランド化を、ちゃんとしたものをつくっていくということを真

剣に考えていただきたいと、そういうふうに思うのであります。 

 それでは、次の質問の（２）ですが、平成２８年度はベトナム

のハノイ、平成２９年度はベトナムのホーチミンへ、八戸市、青

森市、弘前市などの５から６市町村で海外へ販路拡大を目指し、

「Ｊａｐａｎ Ａｏｍｏｒｉ Ｆｏｏｄ Ｆａｉｒ」のセールス

活動をしていましたが、現在も継続中ですか。また、その成果を

教えていただけませんか。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 「Ｊａｐａｎ Ａｏｍｏｒｉ Ｆｏｏｄ Ｆａｉｒ」は、県内

企業の海外への販路拡大を支援しようと、当町を含む県内市町村

などが実行委員会を組織し、平成２７年度から平成２９年度の３

カ年にわたり、ベトナムにおいて県産品フェアを開催したもので

あります。 

 平成３０年度からは、ＡＳＥＡＮ諸国に枠を広げた通年型の支

援事業として継続実施され、県内にバイヤーを招聘しての商談会

の開催と、商談会で感触のあった事業者や商品については現地プ

ロモーションなどを行い、詰めの商談を行うという事業内容に変

更にはなりましたが、平成３１年度も計画しております。 

 その成果については、平成２７年度はベトナムホーチミン市で

開催、当町分は出店２事業者、５品目、商談４件中、成立ゼロで

ありました。平成２８年度は、ベトナムハノイ市で開催、出店２

事業者、７品、商談５件中、成立やはりゼロでした。平成２９年

度は、ベトナムホーチミン市で開催、出店１事業者、７品、商談

７件中、成立ゼロ件でした。 

 また、事務局の八戸市からの平成３０年度実施中の事業速報で

は、当町の出店１事業者で商談成立が２件あったとのことであり

ます。 

 以上です。 
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 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。出店は一、二の業者で、それでも成果もぽつぽ

つ出てきているようでありますから、そこでおいらせ町分として

２回の活動費用は幾らかかりましたか。 

 

 西館議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 山議員にお答えします。 

 ２カ年ということで平成２８年度と平成２９年度、お知らせい

たします。 

 平成２８年度が総額１８０万７，０００円、平成２９年度、総

額５６万９，０００円でございます。あと参考までに平成２７年

からもやっていますので、平成２７年度は１０７万４，０００円

ということで、３カ年の総額、約３４５万１，０００円となりま

す。 

 以上でございます。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。これは全額、何ですかね、補助等はなかったと

いうことなんでしょうか。それとも、これは補助なしでのそれで

の金額、または補助があった上でこの金額になっているのです

か。 

 

 西館議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 お答えします。 

 補助のほうはございまして、県の補助金を３分の２充当させて

いただいています。したがって、町が３分の１を自己負担という

形で実施しております。そのほか、事業者の自己負担もございま

す。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 
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質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 さっき報告があった金額は、これは町から出たものの金額です

か。 

 

 西館議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 お答えします。 

 さっきの総額３４５万１，０００円は県補助も加えた町から出

た八戸市への負担金の額ですので、県の補助が２３０万円、町の

負担分１１５万１，０００円、合計３４５万１，０００円という

ことです。よろしくお願いします。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 県から３分の２の補助があるというふうなことでもあります

から、再質問ですが、「継続は力」ということわざがありますが、

今後、町の支援体制をどのように考えていますか。 

 

 西館議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 山議員にお答えします。 

 国の補助事業や県の補助事業等、現在活用している状況ですけ

れども、限られた財源の中で海外のみならず販路拡大に向けた取

り組みを支援していければと考えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 ぜひ継続していただきたいものと思います。 

 それでは、質問事項３の給食費無料化についてであります。 

 質問の要旨（１）、ことし１月から町長の公約である給食費無

料化がスタートいたしました。給食費無料化によって、児童生徒、

父兄の意識はどのように変化いたしましたか。また、どのような

反応がありましたか。 
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 西館議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 児童生徒に対しては無料化がスタートしたばかりであります

ので、意識調査等を行っていないためにまだ状況は把握できてい

ませんが、保護者の意識に関しては、２月に実施したＰＴＡ会長

等との懇談会で「経済的に大変助かる」とか「おいらせ町は子育

てに大変力を入れている」というような意見がある一方で、「親

の負担が少なくなるのはいいが、町の財政はどうなるのか」など

のご意見をいただいております。 

 また、町政に対する意見箱である「町民の声」には、「給食費

を無料化することによる親のモラル低下の懸念」や「子育て世代

の親には確実に助けになり、ありがたいと思う」というようなご

意見もいただいているところであります。 

 今後も、保護者や一般町民向けの試食会や見学会の開催等によ

る意見の聴取を含め、無料化事業の周知やご理解をいただくため

の取り組みを図っていきたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。私のところにもいろいろな話があります。ただ、

その９０％以上は「よくやった」との声であります。町長、それ

から教育長は自信を持ってしっかりと行政運営を行っていただ

きたいと思うものであります。 

 ただ、町長にちょっとお願いですが、町長は会合での挨拶の際、

「この政策は自分の任期中の時限つきであります。その後はわか

らない」旨の話をすることがあります。私は自信を持っていただ

き、次も必ず当選して継続するから応援をしてほしい旨の話をし

てほしいものと思いますが、町長、いかがですか。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 山議員の貴重なご意見、肝に銘じておきます。ありがとうご

ざいます。 
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 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 頑張っていただきたいと思います。 

 ところで、午前中に平野議員から給食費無料化になったことに

よって財政基金の悪化のことが質問されておりましたが、そこで

私の記憶では平成２９年度、平成３０年度、前町長の何ですかね、

予算をやったときの財政の計上の仕方のそれは幾らだったです

か。その金額が平成３１年、今のそれとどういうふうな差があり

ますか。 

 

 西館議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 前町長時代の当初予算での財政調整基金の繰入額ということ

でよろしいでしょうか。（「そういうことです」の声あり）町長の

任期は４年間ありますので、いずれも……（「平成２９年、平成

３０年の繰入額の」の声あり）平成２９年度の当初予算では、財

政調整基金の繰入額が５億８，０００万円。平成３０年度は５億

円になっております。平成３１年度は５億２，０００万円という

ことになっております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 このように前町長から見ても大体この５億幾らというふうな

ものが、それぞれの事業のそれによってであろうと思いますけれ

ども、これがこういうふうに使われてきているわけですね。だか

ら、給食費がなったからといって財政調整基金が不足してきてい

るんだというふうなことには当たらないんじゃないかなと、そう

いうふうに思うものであります。これは参考までに聞いたこと

で、私がちょっと気になることだったもので一応質問をしてみま

した。 

 それでは、次の（２）ですが、既に無料化を実施している埼玉

県滑川町では、給食費無料化が当然と思われないように、町民が
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支えること、納税や勤労の大切さ、食事、食材のありがたさ等を

教育、指導に生かしているということでした。 

 当町でも、児童生徒に対し同じように教育に生かす考えがあり

ませんか。 

 

 西館議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 学校給食センターでは、栄養教諭または栄養士が各学校を巡回

して食育に関する授業を実施しております。その中で「勤労と感

謝」についても触れています。 

 また、子供たちが学校給食センターに来て調理員の作業を見学

する際には、学校給食が多くの人たちによって支えられているこ

とも説明しております。 

 さらに、学校の授業においても、同じように納税や勤労の大切

さ、食のありがたさ等を教えております。 

 ご質問のとおり、今回の給食費無料化において、それが当然と

思われることのないように、今後も引き続き、食育等授業の場に

おいて、給食にはたくさんの人が携わっていることや給食費無料

化のために多くの町民が子供たちを支えていることを指導して

いきたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。ぜひ活用していただき、無償化になったことの

意義をしっかり教育していただきたいと、そういうふうに思うも

のであります。 

 次に、質問事項４の子供の虐待について質問をいたします。 

 質問の要旨ですが、千葉県の小学４年生児童の死亡から、町の

対策を問うものであります。 

 （１）として、町学区内に不登校者はいますか。また、いる場

合、その原因とその対策はどのようになっていますか。 

 

 西館議長  教育長。 
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答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 小学校４年生の死亡については、私も心を痛めている一人であ

ります。 

 おいらせ町において３０日以上欠席した児童生徒、いわゆる不

登校児童生徒は、今年度１２月末現在で小中学校合わせて２４名

おります。ここ数年、ほぼ横ばいの状態が続いております。 

 原因としては、学校不適応のほか、発達障害やネット依存、人

間関係、家庭環境など、さまざまな要素が複合的に絡み合ってお

り、一つの要素に限定することは非常に難しい状況です。 

 対策として、学校では相談活動や家庭訪問を中心に早期発見、

早期対応に努めるとともに、児童生徒の状況に応じて保健室等へ

の別室登校などの柔軟な対応をして復帰の支援をしております。 

 町の相談室でも、生活リズムの確立や学習の意識づけを目指

し、個別の相談対応を進めております。 

 また、最近の傾向として、神経症や発達障害が疑われる事案も

ふえておりますので、医療機関とも連携しながら組織的に対応し

ております。 

 以上であります。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 ２４名おられるというふうなことなんですが、この２４名の

方々、これからいろいろ対策をしていった場合に、どれだけ何で

すかね、もとに戻ると言ったらおかしいんですけれども、正常な

状態で学校に出てこられるようになるものなんでしょうか。そこ

ら辺を聞きたかったんです。 

 

 西館議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 済みません。はっきりした人数は把握はできておりませんが、

なかなか学校に復帰するということは難しい状況で、全く無理だ

とか無理じゃないとかということはなかなか言いにくいところ

なんですけれども、復帰している事例もあれば、なかなか復帰で

きない事例もあります。そのまま中学校３年生になって、次の関

門がありますよね、高校入試とか次の進路を決める上で。中学校
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３年生では高校のほうに出向いて何とかチャンスをいただけな

いかということを交渉しながら、行き先を何とか確保していって

おります。全く行き先のないまま、家庭に引きこもっている事例

もあります。なかなか難しい状況がおいらせ町でも続いておりま

す。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 できるだけ努力をして、上の学校だったら上の学校に行けるよ

うにしていただきたいということを願うものであります。 

 それでは、次の（２）の心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）

の疑いのある生徒を保護したときの当町の連絡体制と対策はど

のようになっていますか。 

 

 西館議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 町では、心的外傷後ストレス障害、いわゆるＰＴＳＤの有無に

かかわらず、虐待の疑いやその事実がある場合は、町民課子育て

支援室を通して児童相談所へ通告することを基本として対応し

ております。 

 さまざまな状況や緊急性等によっては児童相談所へ直接通告

するケースもありますが、子育て支援室を中心に学校、教育委員

会、事案に応じて環境保健課や介護福祉課等とも連携し、情報を

共有して対策をしております。 

 また、通告に至らない、気になるというケースでも、同様の連

絡体制で対応しております。 

 以上であります。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。 

 午前中の平野議員の答弁の中に、大分、保健師さんの話が出て

きましたけれども、何か報道関係を見ると、児童に対処する人は

児童福祉司というんですか、がおられるというふうなことなんで



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－７９－ 

すが、この方は当町にはおられますか。 

 それから、ちょっと聞きたかったのが、民生委員は何人ぐらい

おられて、各町内に充足していますか。 

 

 西館議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 まず、児童福祉司でありますけれども、児童福祉司については

児童相談所に配置される専門職員でありまして、町にはおりませ

ん。 

 次に、民生委員ですけれども、現在定数は５５名おります。昨

年の１２月末に１名辞任しておりますので、現在５４名が在任中

であります。 

 充足しているかということですけれども、世帯の担当する数に

ついては多い少ないはありますけれども、おおむね充足している

と思っております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 では、児童福祉司は児童相談所に常駐しているということです

が、それではこれはおいらせ町の場合には三戸保健所というふう

なことになるんですか。 

 

 西館議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 福祉事務所と隣接しております八戸児童相談所になります。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 児童相談所は、あの保健所の中にはないわけ。あれとは分離し

て独立した格好で保健所があると考えればいいわけですか。それ

は八戸のどこにあるんですか。 
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 西館議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 三戸地方福祉事務所は、八戸の合同庁舎、尻内のほうですね、

ありますけれども、そこに保健所、児童相談所、福祉事務所が隣

接してあります。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。 

 児童生徒たちを守るためには、各機関が連携し対応しなければ

ならないと思います。また、町全体で守るサポート体制も必要と

思いますが、そこで再質問ですが、町には児童生徒たちを守るた

めの条例のようなものはありますか。もしなければ、そのような

条例的なものを検討する考えはありませんか。 

 

 西館議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（澤田常男君） 

 それでは、要対協のほうを担当している町民課からお答えいた

します。 

 町には、現在のところそういう児童虐待にかかわる条例的なも

のはございません。今後制定する考えはということでございます

が、先日の新聞等で政府与党が児童虐待法や児童福祉法の改正案

を検討しているということが載っていました。それが今月中に閣

議決定され、今国会で成立を目指すということでしたので、そち

らのほうの法改正等を見ながら、来年度以降でもし必要であれば

検討していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 おくれないように、早目に対応していただきたいものと思いま

す。 

 それでは、最後の質問となります質問事項５ですが、歩道の除
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雪についてであります。 

 質問の要旨（１）ですが、イオンモール下田周辺道路の国道４

５号交差点から町道間木・百石１号線に接続される道路の歩道の

除雪はどこが行っていますか。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 町内全体の歩道除雪については、町内会等のご理解、ご協力を

いただき、今年度は２１団体と契約した上で除雪を進めておりま

す。 

 ご質問のイオンモール下田周辺の歩道除雪については、現在、

除雪は行っていない状況であります。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 最後の質問のところにもなりますけれども、あそこ、歩道のあ

る反対側、駐車場になっていて、数百台の車がとまっています。

そこの歩道を通って従業員の人たちが通っているわけですけれ

ども、その歩道の除雪がなされないというふうなことはちょっと

どうかなというふうなことと、従業員の人からもこれはどうにか

ならないのかというようなクレームが来た覚えがあります。それ

で、それの対策が何とかならないものかなと思いますが、どうで

すか、これ、どうにかならないものなんですか。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 （２）ではないんですよね。再質問……（「再質問」の声あり） 

 ご質問にお答えいたします。 

 議員ご存じで、間木地区でも除雪を行っているという状況のよ

うに、町ではやはり町内全部の歩道除雪ということでは対応がで

きない状況であるということをまずご理解いただきたいと思っ

ております。 

 ただし、先ほど町長の答弁にもありましたように、町内会等で
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２１団体、現在契約した上で歩道除雪を行っていただいておりま

すが、これは営利になるということではありませんので、企業側

が例えば歩道除雪と、あとは融雪剤の散布などを自主的に行って

もらえるということであれば、今後例えば歩道除雪機なり融雪剤

の散布、そちらの材料を支給するというのは今後は考えていって

もいいのかなという思いはしております。 

 先日議員からこのお話をいただいた際に、当課からイオンさん

のほうには同じような内容でちょっと問いかけということでは

連絡はいたしました。もし歩道、従業員の方が歩く部分以外の歩

道を町民が利用するということもありますので、そういう散布を

する際には、協力していただけるんであれば融雪剤をお渡ししま

すよというふうに考えておりますというような連絡をいたしま

したところ、イオンとしては散布はしないというような回答はい

ただいております。 

 このことから、一応こちらのイオンさんのところ以外も含めて

もし例えば企業として今言ったようなことで協力いただけると

いうような情報等がありましたら、今後はそちらと話をした上で

除雪なり散布するなりということは難しくはないのかなという

ふうに思っておりますが、あくまでも企業の考え方ということで

あるということをご理解いただきたいと思います。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。なかなか難しい問題だろうと思いますが、ただ、

懸念することは、最後の質問となりますけれども、先ほども説明

しましたが、道路周辺にイオンモール下田の従業員駐車場があ

り、数百台の車が駐車されています。利用者は出退勤時に歩道を

利用していますが、その歩道の除雪がなされずに事故が発生した

場合、町が責任を問われることはありませんか。 

 

 西館議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 除雪がなされずに歩道で事故が発生した場合は、町が責任を問

われることは通常はありません。 
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 ただし、事故の状況により町に瑕疵があった場合には、責任が

問われる可能性もあると考えております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ４席７番議員。 

 

質疑 ７番 

（ 山 忠君） 

 わかりました。よく把握をしておいて、町民の声があってのこ

の質問なんですけれども、その声に対してもこちらのほうからも

よく話をしておきたいものと思います。 

 全質問を終わりました。真摯なる答弁、まことにありがとうご

ざいました。終わります。 

 

 西館議長  これで４席７番議員、 山 忠議員の一般質問を終わるわけで

すが、議長として１つ確認させていただきます。 

 ただいまの 山議員の質問の３番の中で、それから後半の中

で、平野議員のことで２回触れました。後半のほうは平野議員は

単にということで問題はないと思います。ただ、３番の１番の中

で拠出額がどうでということで、平野議員の質問に関連させた質

問はいわゆる関連質問ということで、一般質問の中で関連質問す

るということは議会運営上、好ましくないというふうなこととさ

れておりますので、できるならば関連させないで、一般質問以外

の別な場所でしてほしいというふうに議長としては思いますの

で、これからはよろしくお願いいたします。 

 これで７番、 山 忠議員の一般質問を終わります。 

 会議時間を延長します。 

 そして、ここで暫時休憩、３時５０分まで休憩します。 

  （休憩 午後 ３時３７分） 

 西館議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後 ３時５０分） 

 西館議長  日程第２、承認第１号、専決処分の承認を求めることについて

を議題といたします。 

 本件は、平成３０年度おいらせ町一般会計補正予算（第４号）

について承認を求める件であります。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 
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当局の説明 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それでは、承認第１号についてご説明申し上げます。 

 議案書１ページから４ページをごらんください。 

 本件は、既定予算の総額に２６０万４，０００円を追加し、予

算の総額を９８億４，１０３万２，０００円としたもので、昨年

１２月１９日付で専決処分を行ったものであります。 

 歳入歳出の内容につきましてご説明申し上げますので、別冊の

平成３０年１２月１９日専決、一般会計補正予算（第４号）に関

する説明書をご用意ください。 

 まず、歳出の内容をご説明いたします。 

 ４ページをごらんください。 

 昨年１１月２２日に古間木山地区農業集落排水処理施設の動

力制御盤が故障したため、復旧対応措置をとりましたが、農業集

落排水事業特別会計の関連経費に予算不足が見込まれたことか

ら、緊急の措置として６款１項５目農地費、農業集落排水事業特

別会計繰出金２６０万４，０００円を増額したものであります。 

 ３ページをごらんください。 

 歳入の内容であります。 

 １８款２項１目財政調整基金繰入金は、その財源として同額分

２６０万４，０００円を増額したものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 西館議長  説明が終わりました。 

 これから、第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入歳出とも全

款についての質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 一般会計補正予算（第４号）に関する説明書、３ページから４

ページです。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  なしと認め、歳入歳出とも全款についての質疑を終わります。 

 以上で、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありません

か。 
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 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第１号について採決いたします。 

 本件は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり承認することに決しました。 

 

 西館議長  日程第３、承認第２号、専決処分の承認を求めることについて

を議題といたします。 

 本件は、平成３０年度おいらせ町農業集落排水事業特別会計補

正予算（第３号）について承認を求める件であります。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 承認第２号についてご説明申し上げます。 

 議案書の５ページから８ページ、別冊の補正予算に関する説明

書の５ページから８ページをごらんください。 

 本件は、既定予算の総額から２６０万４，０００円を増額し、

予算の総額を１億２，８８４万１，０００円としたものでありま

す。 

 その内容につきましては、歳出では、平成３０年１１月２２日

に処理施設の電気機械設備を統括制御する動力制御盤内コント

ロールユニットに故障が発生し、処理施設の全機能が不定期に停

止し、汚水処理を行うことができない状態となりました。このた

め、適切な汚水処理を行うためには手動操作による態勢をとる必

要がありました。１１月２２日から１２月１４日まで、緊急的に

２４時間監視対応を行ったため、緊急対応に伴う処理施設維持管

理業務委託料を増額し、歳入では一般会計繰入金を増額したもの

であります。 

 なお、早急な復旧を図る必要があったため、既決予算の中で仮

設のコントロールユニットを設置し、１２月１４日より仮設対応

を行っておりますが、今後は平成３１年度予算において動力制御

盤コントロールユニット全体の更新を進めていく予定としてお

ります。 
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 以上で説明を終わります。 

 

 西館議長  説明が終わりました。 

 これから、第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入歳出とも全

款についての質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 特別会計補正予算（第３号）に関する説明書、７ページから８

ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  なしと認め、歳入歳出とも全款についての質疑を終わります。 

 以上で、本件についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。反対討論ありま

せんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第２号について採決いたします。 

 本件は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり承認することに決しました。 

 

 西館議長  日程第４、承認第３号、専決処分の承認を求めることについて

を議題といたします。 

 本件は、平成３０年度おいらせ町一般会計補正予算（第５号）

について承認を求める件であります。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それでは、承認第３号についてご説明申し上げます。 

 議案書９ページから１２ページをごらんください。 

 本件は、既定予算の総額に３，５００万円を追加し、予算の総

額を９８億７，６０３万２，０００円としたもので、去る１月２

３日付で専決処分を行ったものであります。 
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 歳入歳出の内容につきましてご説明申し上げますので、別冊平

成３１年１月２３日専決、一般会計補正予算（第５号）に関する

説明書をご用意ください。 

 ４ページをごらんください。 

 歳出の内容であります。 

 降雪により除雪経費の増加が見込まれたこと及び今後の見込

みを精査し、８款２項３目除雪対策費において除雪作業委託料

３，３７０万円を初め除雪関連経費として合計３，５００万円を

増額したものであります。 

 ３ページをごらんください。 

 歳入の内容であります。 

 １８款２項１目財政調整基金繰入金は、その財源として同額分

３，５００万円を増額したものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 西館議長  説明が終わりました。 

 これから、第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入歳出とも全

款についての質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 一般会計補正予算（第５号）に関する説明書、３ページから４

ページです。 

 質疑ございませんか。 

 ６番、平野議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ６番、平野です。 

 今、除雪費の関係で補正がなされておりますけれども、私は歩

道の除雪について１点だけ。というのは、各町内と契約して歩道

除雪がなされておりますけれども、百石中学校の一川目までの通

学路が、町内会もないものですから、ほとんど手つかずの状態で

子供たちが何人か降雪の中歩いて、もうシューズなんかの中に入

っている。今の子供は、私が車をとめて乗れと言っても乗らない

ですよ。私の顔も悪いのか、警戒されているのかわかりませんけ

れども、やはり少なくてもそういうふうな箇所については時間を

見て除雪をしてやってもいいんではないかなというふうな思い

があるんですけれども、やはり業者のほうに委託をして、本町地
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区についてはいろいろな形で手をかけて除雪をしている町内は

ありますのでいいんですけれども、特にあの百石中学校から一川

目までの間については防雪柵もありますけれども、その中で逆に

雪がたまっているところがあるんですよ。やっぱりその辺は、も

う帰る時間とかそういうふうなときにはやっぱり手を加えてや

って、配慮してやっていただきたいなというふうな思いがありま

す。 

 教育委員会なり担当課でこれからそれなりに対応しますとい

うふうなことであれば、私は了解しますけれども、もしあったら。 

 

 西館議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 先ほどの一般質問等でもありましたように、歩道除雪について

は町のほうで現在、業者委託している体制の中では難しいものか

なというふうに考えております。 

 やはりすぐに降雪、また、場所が多分吹きだまりになるような

ところもあるのかなというふうにちょっと思っておりますので、

そういったものにも早急な対応ということであればより一層ち

ょっと難しいのかなというふうに思っております。 

 今後の部分で議員がおっしゃるような形でのどこの集落にも

属していない地区というような観点からいけば、何らかの対応は

ちょっと考えなければならないのかなと。通るのがやっぱり子供

ということがありますので、そういった観点からはちょっと考え

る必要もあるのかなというふうには思っている状況であるとい

うことでご理解いただきたいと思います。 

 

 西館議長  よろしいですか。６番、平野議員。 
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質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 町のほうでは除雪機械とか、いろいろな形で町内会に支援をし

ておりますけれども、やはり町内会では自分たちの区間はちゃん

と早朝から出て、うちのほうの町内もそうですし、除雪をしてお

ります。ただ、中学校までのところというのは集落も何もないも

のですから、そういうふうな意味ではやはり属さない部分には特

殊ケース的な形で何らかの対応をしていくというふうなことが、

やっぱり簡単に子育て支援とかさまざま言いますけれども、そう

いうふうな条件もあって評価をされると思うので、やはりちょっ

とした気遣いをしてほしいというふうなことで、検討してみたい

ような話ですから、できればそういうふうな区間がまだほかの学

校の地域にもあると思いますので、ぜひ見直しをして対応される

ように要望しておきます。 

 

 西館議長  ほかにありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  なしと認め、歳入歳出とも全款についての質疑を終わります。 

 以上で、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありません

か。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第３号について採決いたします。 

 本件は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり承認することに決しました。 

 

 西館議長  日程第５、議案第１号、おいらせ町教育委員会委員の任命につ

き同意を求めることについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町長。 

 

当局の説明 町長 

（成田 隆君） 

 それでは、議案第１号、おいらせ町教育委員会委員の任命につ

き同意を求めることについてご説明申し上げます。 
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 本案は、現委員であります苫米地晃仁氏が本年５月１２日をも

って任期満了となることから、後任の委員として木村啓一氏を任

命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条

第２項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 ご提案いたしました木村氏は、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第４条第２項に定める学識経験者の委員として任命

するものでありますが、略歴にもありますように、当町の木ノ下

小学校校長を初めとして長く教職を務められたほか、下田中学校

の卒業生でもあり、地域の教育行政に深く精通しておいでです。 

 豊かな経験により培われた高い見識から、教育委員会委員とし

て適任と考えますので、何とぞ満場のご同意を賜りますようよろ

しくお願いします。 

 

 西館議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありません

か。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西館議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり同意することに決しました。 

 

日程終了の 

告知 

西館議長  これで本日の日程は全て終了いたしました。 

 以上で本日の会議を閉じます。 

 

次回日程の 

報告 

西館議長  あした１２日は、午前１０時から本会議を開き、引き続き議案

審議を行います。 
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散会宣告 西館議長  本日は、これで散会いたします。 

 

  （散会時刻 午後 ４時０６分） 

 

 事務局長 

（小向正志君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 
 


